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4: BOE KR M2 NaoS REM, RAM OWMAM~o 
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A yh BE KR ALL a > PRA well section の 研究 外 4 件 
ee eR i = 二 成 分 系 CasSio4ーFesgSiOg Hp 4 
A he 石炭 の 試料 作製 (Sampling) 外 7 件 
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Ba Nt A = 日 


REBELZKS PODSGLRAROBR 
seis: wh aE BL iti 


REIL SCVEBELIRA PILES S BRB AOH BM, (CAE X 
_ に 研究 し て 新 に 追記 すべ 
SEA i PORIES SS BRD SRT, 以下 これ 等 の Ml OS Tiles 
Pik Fe 

FES MRSA Ek ORBR Anomite と 記 有 逃 せ 0。 然 れ ど も 其 後 
の 研究 に よれ ば AD mite に あら すず , Ws Hitda BORER LMS S も 
の な る を 知れ 0 め 。 周 知 の 如く Anomite LIL CHYTD (010) Ic HOY, & 75 
9 め 。 本 雲母 の 光 軸 面 は 明か に 一 つの FE < BER MAAIEIC 直角 な り , か さく 
の 如き 場合 は 一 般 に 光 軸 面 は C010) に 直角 な め と 取扱 は る 。 如 何と な れ ば 
BRLBOMAAC IL, b WI PAT Zs S AE < BEL, a WNC ES A BE 
不良 な れ ば な のり め 。 

然るに 附 園 第 一 及び 第 二 に 見 る が 如く , 六連 島 産 雲母 片 は 題 微 鏡 的 小片 
の 複雑 な る ESBS EEO. MUCH BAAS 路 ぼ 正三 角形 に し て , 光 軸 面 


#902) ae TTL 


= 3 は 其 の 一 滋 に 直角 な り め り 。 READ Anomite 式 な る や 或 は Meroxene er Be 


PE EEO —BO HHMI IS BOD, a WHAT Bdrwela D 
軸 に 球 行 な る か に より で 決定 せら る ヽ ゝ 所 な り 。 こ れ を 決定 する に は 旭 稀 面 


Bee. 


BRIAR k Bo RULE OID BHR AS CIM OM ES & 


2, RETO 小 な る 場合 に は 良 結 果 を 得る BIAS SULT. 
Pe ebetes SL EMEn Sete ONE ike BPS, 
RAS 簡 党 に し て 精 只 な る 方 法 は ,X 線 に kAFV TUM KD 。 
MBO MEM SICH 9. 

SePEILOIIRS & 0, BHAT UR 2 MEANT OMIA Howe LCE: 
bo 其 結 果 と UCAZHOCMMIL RAWAL RS Se 知り た れ ば , 
本 雲母 は Anomite 式 に 属 せ ざる は 明か と な れ り 。 

OTERO 一 放 は 土 笑 面 に 直角 に し て , Ht 恋 面 に て 二 等 分 せこ 
BBs 


SEVP ENC LS MN ABEL, SABE NHO, 一 定 


の 法則 に 従 つて 集合 せる HLYMGS LUT, 本 雲母 の 基本形 は 基底 面 よ 
9 見 る 時 は 正三 角形 に た 近 き 二 等 衝 三 角形 を な す も の と 推 参 ずる を 得 べ し 。 
METRE CREO AEA MBUMEHATE E 才 へ た る も 三角 形 を 
取る を 有理 と 老 ふ る を 得 べ し 。 

IRIAN ORG aus 2 AR PULANL LUNE Phlogopite を 見 
る に , 第 三 園 に 示す が 如く 店 ぼ 三 角形 を 示せ 0 。 其 光 軸 角 は 殆 ん と LU 
WN Soiree ae 
HONE 2408 THGBO—-MIC HMO, CLARO LAME 
ARS BN AEB ee eer 
CHUCMET SMO? モミ 投 影 は 第 四 園 の 如 し 。 


の 位置 の 決 害 を 要 す 。 一 般 に CHE BNO 結晶 の 位置 を 定 む る に は 打 
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第 = fl 


Cy 


HA (1) S41) # phlogopite 三角 結 品 。 自然 大 。 


CM gee ora a 本 HC 9) 


< » wa \ YON り ( ) A 
Na VR A 
x MG ) CN - x a op 
Z 0D U3 02 ax aN 
7 a p< —(10 
324 (382) (372) 
AY OK eo 
SRO, jee UN 
A \ / 
PER \ XK 
(0) 
Lan 


8 fe: A By Be phlagopite mF yw = HEBER % Hic 
FARES 3 MA RU = i EO Hh BAH em To 


SMOSH CHS T Eat On S WIE = 14 
PeRINS hihi GAS OI, =O) 
dn lOL0), (SLOT ROL SLO lc kg SF 4 hide (ED 
OBE 7e IE, EM LO WO GUI 路 正 三 
Bers, BAIOWRO-OE UTI S 
KOBAE SBI KE OLED Sia ile, 
(135) $2( 205) (2 2P4F 76 BH E PEW BAe 


れ に ょ り て 正三 角形 に 近 き MBAS 62 CAAA), 三角 形 は 二 次 的 


4 606) BAB wR RS Ha 6 


“EFS LOLLY, MEL NEBOLLOBS AWD (OA OM 
WLEASENDGF > 叉 近年 の 研究 に 係る 電子 線 に よる 白雲 母 の 解 折 を 
見 る に , 菊地 線 と 呼ば る ・ ゝ 網 面 に nN 
者 能 く 胡 達 する を 見 る べし 。 


= SS) 
第 ババ (al 
© ここ 
ee 
oS 


@ (00) 


f 


= 0-050 A (57 KV >) 


Muscovite DETR CHE JAR I< HRS) 


前 報告 に 誰 て は 本 圭 母 の BEATERS T- OMB Ao =9.27 A, bo=5.29 A 及び 


deo =2005.A に し て ,ao と DoOPAAZ ROMS He LAIR B 6 


ee Bre ew In «Aa Anomite 式 に あら る oe a 


§a9=5.29A bo =9.27A Agony = 20.05 A 
に 落と bz cee 


b- =] 


Fa PAK IO BBE 


mas i HL 勝 利 


ie re ee 3 
Fil, SADR LIIEMBIENO FC 2k RUROWE CHER 
| る こ ょ と ここ に 年 あり 。 ABO 物理 的 , 化 京 向 研 完 BILE HASBRO ; 
3 NN orb). Rm + 


Sy B. Yoshiki, Proc. I. A. 9 (1933), 109~112. 
2) S. Kozu and M, Masuda, Sci, Rept. Tohoku Imp. Univ., See 35 Vol. 3 


ps tae No. 1 (1926), 55~58. 


本 8C8) HAR DR KS img, 8 


eves LCPBEC TER U, 最近 多少 の WR ID KO L1G CU TiRED 
1) 
HPABINE & O BLL RCS te O FUZCHE € UTS SCARE ET 


FR>-=AVAORME, & FS | v¥F S54 F CALLO2-3 HLO) OF 


wilt Ld L(SWOSERRIE Hin HEE ACRES OS LOS SE ORSS 
AREF S| NF IA bASOMMA SMEG Lo FA AR | LOA 
AASENT EM UC IA EAE PEI 2o BAGEO Ate OS, Haber と Béhme と は 
Al2Os. 二 20、 に は 従来 の ディ ャ スポ ボル の 他 に 一 型 の 存する 事 を 各 狗 立 に 
WEL, これ を べ 1 マイ ト と 命名 せ 09。 こ の AlLLO3-H.O0) — RM Kid Fee 
Os-H20 に 於 ける も の と 全く 同様 に し て , 加熱 し て 水分 を 失 ふ 時 は ディ ャ 
AX | wld &- 型 Al2Osg (REL, ~ 1 4 ble 7-ABYALLOs に 匂 化 する こと 
CORK BE AOMBRO AI KE O CR RICHED EI O HEOTF1 VAR 
| Rie HE OWTTE SS MSO SA 6 OM L BRS SC kb eH 
し 得る な る べし 。 
結 唱 上 唱 族 の 決定 

BES MCIUEE F 1 AKA ZS RT AIRE BS 
も の あめ と の BEM BRD M1 SPU, HITOBS SD HVS Au 
B72 1k CAMIE SOKIOLORROTCOS 9 RAR ihIrO . KE 
WO% OAEAMALOMEIC ROM 4 Cie 5mm 以下 な れ ど も , 
(110), (010), (103) RU (023) KORA < BELO HILL ABOX 
Ansel BZ & LT (100), (010), (001) &U'C110) = BFF AS BEM eT 
OW UTHS, CREO RCM 4 HEI XRORY RI LT 5 ERB 


T) K. Takané, Proc. I. A., 9 (1933), 118~116 
2) Op. cit. 
3) WHat HMA ic kV CHA Y 
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— a Se 
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線 9 oe mx RICH 


KO, COBMCRUTAEIHOM < UT WYSE O BAD 4 
St Ze MR SHAS LD TD RE RU CREIALO, CRHEOBBRIAYY = 
~ BIL OCR eK MO Hh ROMS LT BBO MBE 
を 決定 せめ 0 LREOBR*® LS fildr b RA RIC RRO WE BL 
NARHA ET BASS CBE LCM OBA bE SHAS BIE 
PYULBAORMAS APR OIC TIA Of SHAROM < RATE RAR 
LEUTRRACS b CMFORR EES LEOOMLS 
BUR F & Hh ¥ 

79 Xs iS JNO AREHO— Mach WAWRIC Rha eas す も 
の の 労 開 面 を 目安 と し て , [100], [010], COOLIO 11012 EAT A RA 
棒 を 作製 せめ 。 Ashi lk (010) に 重行 に 極め て 完全 な る 労 開 性 を 有する を 
以 つ て [010] 2 2E4T 75S HHAPEO (ERIS EE LD Cla BE TEU < BRA LO A HE Ze 
TEX 0 9 か く ぐ の 如き 困難 を 排除 し て よく その 成果 を 上 敢 め 得 た る は 本 教室 横 
田 右 工 手 の 技術 に 負 ふ 所 大 な り 。 こ れ 等 の 小結 品 棒 を 用 ひ 夫 々 の 方 向 を 事 
HL UC Hey acini 5 de YO the bah 3 i Zethett O o ※ 線 源 に は ハッ デ ヂ ン 
グー ヂ | FS | VAN) w Bsleeas X PBUEO Cu KO Fe Batik O FET BK 
線 を 使用 し , MIB eA し め て 小 束 と な し た る も の を HOY Ai CHES 
投身 し て 客 貴 を 撮れ り 。 こ れ 等 [100」, [010.1, [ 001 JO) 45 mie iti dis SILC BS 
(F A Baap FEE 22 LK 2 OFLA % ALR FORO K 3 Ze SEM 
せり , その 大 さ は 

4, =443'A by =9.36A Gai2.80A 


と な り , CAE OMA BFE 


a b, : Cy =0.4732 sollte 0.299, 
& 749 fo) 
HEHE = DUA DHA & L CHA Strike 4 & Dk Koksharov の 測 角 に よ 


as 10010) on A = mn foe ik 弧 10 


め て 求め みた る も の に し て ぇ a:b:c=0.98722 : 1: 0.603877 な 0 め 。 Meco ASH 
DA OHAILERO LOD a 及び c を 二分 し た る も の に し て , 従来 の 面 指 
BORO le =A UK S & OUR LSHARIC & SD fei MHRA % 22D 
BaBRFRODFS 
周知 の 式 2= = FTO =3.48( Hay), V=ao -by -c =116.1A3 
N= Avogadro 恒 敷 に し て が =120.2 な る を 以 つ て , 2=1996 (~2 の と な る 。 
MILF AVA) LOMB FS 項 2Al204 の 二分 子 を 含む を 知れ 
め 。 こ れ の 潮位 格子 中 に 於 ける 配置 に 党 り て 4AlL 2(H20)6O か 4ALl. 
80,4H »4Al,40,4 (OH) う な る か の 三 つ の 場合 あ 9。 
空間 群 の 決定 
79 = Bi UO iid BIC T 決定 し た る 反射 を 松 す る に , 一 般 面 
(4g7) な る も の に 於 て は ん ん 2/2 の 如何 な る 指 敷 の も の も 存在 し て 本 結 曲 が 
終 方 軍 格 子 (7。〕 う より 構成 する も の な る を 知れ り 。 
(og0) な る 反射 は 
(021), (041), (061), (022), (042), (081), (062), (023), (0, 10, 1). 
(043), (063) 
に し て これ 等 の 反射 に 共通 な る はぁ が 常に BRS ERO, これ 等 の 事 
BE O (100) に 年 行 に 滑 動 面 が 存在 し て その 消 動 方 向 は [010], 滑 動 の 成分 
は ラー な る こと を 知る 。 
C400) な る 反射 は 
(101), (202), (393), (301), (103), (402), (501) 
に し て , これ 等 の 反射 に 於 て AAZ ILC O, DEORE & (2 (010) 
ee こ : 滑 動 面 が 存在 し て , その 消 動 方 向 は [101] に し て , その 滑 動 成分 は 
oe キラ = 5 0 
(740) なぁ る 反射 は 


eu wR OR 文 AIC) 


(110), (120), (130), (160), (170), (190), (1, 10, 09, (1, 11,0), (230), 
(240), (250), (280), (2,90), (2, 10,0), (2, 11,0), (320), (330), (350), 
(360), (370), (880), (390), (3,10, 0), (420), (450), (460), (520) 等 
に し て これ 等 の 面 の 々 及び 々 に は 何等 の 制限 な し , BAZ (O01 IZ PAF ACS 
映 面 が 存在 する こと を 知る 。 

(hoo), ("20 う 及び (90) な る 反射 は か を FORRES LODAH UTAH 
敷 な る も の は 存在 せ ず 。 喜 に [1001, [010」 及 び [001] の 方 向 に は それ に 下 
行 に 夫々 二 回 旋 廻 軸 が 存在 する を 知れ 0 。 

CUE ORAS KOC, BHR CRA EO Ra BRAK FD o うに て 構成 
525bDVi-Van Fi * AK—-VLOBS ARMM Vi な る を 知り 得 
た 092。 

gp Vi Ic wT 

AAMAS BS % 結晶 に は BRE, RE ROR HA, コン ド ョ ライト 族 

の 結晶 , BA, MDE EO 他 多 く の 結晶 が 存在 し て 寅 在 性 の 高き 座間 君 
な 0。P. Niggli の 記載 に よれ ば , VAIO MPR 


問 稀 心 は 次 の 二 組 な め 。 
Rl i | 
(1) 000; 003 9° 5 9 93 92 9? 
1 Teer eo aaa i 
(2) 4 00; 505 050: 055- 
=e 


8) — 


gar. 36 iigal 
[100 |#° ; {100j4  ; F100 |4 2 . (100 ]#' 
yigal Be 13 
1 4ro10]; #4(010); #4010]; *4( 0101, 


20 2 


[001 Jo o: COOL Ia 3 3 peOOd. [ata C001) alte 


tw 


1) P. Niggli, Geometrtsche Kristallographie des Diskontinuums. Leipzig 1919, 
201~202 


本 12012) ei TR Wy We KK BS 綿 12 
反映 面 は 


C001)1 ; C001)s. 
4 ze 
滑 動 面 は 
(910); ; (010), ( 滑 動 成分 は すぅ 5 つう 
4 4 
(100), ; (100) ( 潮 動 成分 は すう : 
4 4 
の 如 Lo 
これ 等 の 圭 生 條 件 よめ 本 容 間 群 の 同 僕 鉛 人 3 
1 四 同 全球 位置 


で 
Cy OUV; 


29 Herre Fas — 


as 
a gli = ei all tot 1 
d) ea ‘ ome x es 5 
2 NA) RAE ek 
e) xyes x¥z+5 5 X45 YRpEry seth y : 
Sia ee LS tet 1 
RY 25XY 2453 X45 Yrs } 
aN < Due 


A og y+ ラテ 2 
JET BRIBS UG 


Rm 子 の Be 列 
本 結 卓 に 於 て 包 位 格子 の 容積 は 既に 逃 べ た る 如く 116.1 A? に し て その 
中 に 8 (O, OW) 4 + -eRURYOT,O イィ ォ ン の 下 均 容積 は 14.5 A? ょ 


ix 23 
な る , 〇 14 -DL ORAM LIA な る 有効 生 簡 を 有 す LAG AB 
も OD RB THPY 2% ELS SEC APES O 。 


“i RR 本 13G13) 
A Lorenz-Lorentz の 分 子 分 融 の 式 

RL 

REDE 


と と に MSBP, NIT FEAROMM 43 比重 。 
1; RATA UC MURR EI it oe ee ES 
Re SMI SR}>K KE & DMO MPTARIGEA LCi Fe) 
OKGOHE 2A SPR LET REN Lo CLOKO だ は 


R= +Agrot--+se> . 
とこ と に 91, FFPORFORM, 113 原子 (イオ ォ オン) 分 散 敷 。 
評 素 化合 物 に 於 て は 01 ォ ン の 分 散 能 は 他 の イイ ォ > に 比 し 相 党 大 に し て そ 


ee ie. hin & KE ABH AA ZL DS Wasastjerna に 
KY TAH S tot: Oo RMiRO1CF > Ore LT 406 SHAKY, O 
A 4 YORE ART HACIA TIE OO 4 4 > の み に て も 1.7 LOM 


AS Fe Bil S. Ge SIRs Dy FAX A AR — ILO) FAG CAE T Ik 
pe IAT 2 6 


LIVE TOO PAN bO 4 + - ORY RBS 14. 5A な る こと ょ 及び 屈折 
ALORS): 1.724 な る こと より 本 結晶 中 に 放 け る 0 (OB) 4 4 > DURE 
充 規 を な すこ と を 挫 定 し 得る な る べし 。 

SL RSTEMTIC ILI RIEHL ERIE ID 0 Wr RI 
Cu te FIOM te LAW IRM IMIS Mg ff FMOMEZ 2 to 

O (OH) 4 + > の PYAAR 1B A LIBRE Tak, AT BIEL 
な す 如 く 配 和 列 せ る O04 オン に 於 て , Vn OSAMU TADS B MN ¢ ATLA 
を LAL BS ay=4.40 A, bo =9-20 A, C9 = 2.60 A に し て , デ イヤ ャ スー ルル に 
於 ける 潮位 格子 の 犬 さき と 大 贈 ・- 致 す 。 


1) J. A. Wasastjerna. Soc. Sci. Fen, Comment. Physicc-Math., 7 (1922—23), 
37, 
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本 1414) wo OR dy ok KK ® 


DS OMS FSA, O 44 -O APRA RT BRE (BeAl, Oo, 
の 決 位 格子 と 本 結 醒 の それ と の 間 に 第 一 表 に 示す が 如き 著 し き 類似 あめ 。 
第 一 表 BeAl, 040) BAILA TOA Balt 

HeAl204 BeAls。O4 第 一 表 に 見 る 如く H,Al,O4 の 

ZHOLBI LTH 
2 80 億 され る に 過ぎ ず , BEOT 前 者 
は を BeAl2O04 BAA, 後者 は 2 
HyAl,O4 BRA, HIB TC Le 知る べし 。 Bell HAAS 
SO (NH) の 配列 は 共に 同様 な ら ざ る べから ず 。 し か し 再 結 曲 の 化 捉 式 


: 4.43 A 4.42 A 
b, 9-36 9-39 


Z (5-60/2) ae 
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に c 軸 が 二 


OASIS UT Al の 配置 に は 差異 ある こと を 矯 期 し 得る な る ベ べし 。 


CEES A 1 t > の 集合 の 中 に て 叶 位 格子 の 大 さと Vi OBE EC 
JF SiO 4Al, 40, 4 (OH) (CUT, これ 等 の イ ォ ン が 反映 面 上 に 位 


する 場合 の み 可 能 と な り め り , COMBI 


1 Site 
BY EI RP ee +5 
ts 0 1p) 
5 tue) ERE 7e J Ss BES LEO RRS OT 

x Ve x 
1 1 1 
1 = Rt 
A 0 8 4 Al 3 

1 1 3 2 
(1) O a oy aaa (Hs 30 0 

1 7 8 

OH ee 2 7 OH = 0 


t 2 OW) LOMMT 4OMBOP UIE 0. 
GABBORE 
この 場合 の Structure Amplitude だ の 式 は 


hr 


4 
1 


8 


5 


Of 


11 


24 
な る 二 つ の 可能 な る 場合 を 生 ず 。 この 第 一 の 場合 は Al 4 +> が 80 と 3 
© (OH) と の 構成 する 八 面 角 の 中 心 に 位置 し , 第 二 の 場 合 に は Al ィ ォ ン は 20 


BR i に os 


於 け 


4.Y 
4y 4 a 
; \ 5 Hess fue 23 
ny ; ope tes = We 
SE ATT a, ae ee ish ON ci eT ee ey Ca é 


pe bere er yr 


(= 


eS a ee ee eee 本 15C15) 


F=SQf cos (0h+022k+032)+ 
DD fF cos (03h—-044052) 
に て 表す こと を 得 。 こ の 場合 の / 値 に は AU” 及び 0 共に Bragg が 
OF Oita E し 興 へ た 値 を 用 ひ て 計 入 せり 。 
MRA SAC bOTHIOWSOMM EG HL AMI COMICS 
FER DRUIOTCS O*RBEE FA AK] Via ASSL lA 


80, RIE OCR -OZRORE PEI RCRLO DIN <D ES 


第 = x 
| | n 61 05 63 | x Vj Z 
Al | 4-|— 7° | - 40° | 90° | ~0.02| - 011 | O25 
O | 4 90 15 270 0-25 0-40 | 0-75 
| RE oe 4 8 |=107 270 | —0-22 | —0.29 | 0-75 
第 = x 

hki | Sin® ae Se Bee acs Tops, ikk | Sin 0 =e Free die.) Leone 
200 0-351; 0-23 | — 60 | W. ORATOR FEDS 
400 Tole 46 | 33.3 s. 120 | 234] 15 | 108 | M 
020 166| -11 3 | M. 130 | .298 220°] 17-10 | ME 
040 331! 22 14.0 | M. DA AID A 3 Van Wine 
(060 488| -32 12:5 | M. 240 | -478 | «3 898- 1S: 
080 650,  -42 57 | W 1605-521) A EI EV NE 
0100 819! -53 3-6 | M. HU E00 -355\i— 0-2-0) || Vem We 
002 SS の VS 320 | -546] -36| 21-0 EM 
O21 09 (LI 10:7"|| “IM: 530 EOL 8 12-8 aie. 
041 420, :28| 11-4] M. 280 |--742 | -48} 21-9 | M. 
022 | ¥ Sap = S41 990335 ees. 
061 f 598) 3 463) VS 211 | -466 30} 80 M. 
042 631 41 | —15-3 M. 221 | .478 GS M, 
081 707; -46 15-8 M. 931 | -551 S62:5 Ne Ve WE 
101 B91 «21 35-2 | S. 112 | -573 Oat 19:5 ele ee 
301 590| 38) 216) M. 311 | 605| -40| 76 | M. 
202 633)... -AL 5-6 WwW. 321 | .615 40 LL SV ew, 
103 GO 4 | 9 SW 261 | -767 50 |— 48 | W. 
402 883) .57 | —26-4 | M. 381 | -883 58 9:9 | ,M. 
303 £965| 63 OS VV 


※ 022 and 061 appear in coincidence. 
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AMC IC IBIBIE ¢ HEMEL ORNC k SB RT eNO. COBBIR 
度 と 計算 値 ORL L PHHRCALO, CMCSA Fe NRE 
ょ HERDSEEOMIRIN CHSC BURG te BBL BAAS L, MALS O Bid 
ABEILE b BEOD DIORA LEREDEKO. THERA AE 
De 

第 — 園 


x Center of Symmeiry. 


Two-fold Screw Axis 
of parallel to a-Axis. 


Reflection Plane 
Seite» parallel.jo (001). 


Gliding Plane 
i a parallel to (010). 


Os) O and OH. 
® 


Al. 


ディ ャ スポ ボール 構造 を C100) 面 に 投影 そる 彫 を 示す 。 
終り に 了 臨み 本 研究 中 絶え ず 御 懇 息 な る 御 指導 を 賜り た る 玉津 先生 に 心 が か 
ら な る 感謝 を 兵 げ , 磯 物資 料 を 頂き た る 吉木 理 幌 士 に も 感謝 の 意 を 表す 。 
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ALE Rt BLE © ERM at IC 
海底 風化 作用 の 特異 性 に 就 て 


met NN KK SH 


@ g 

HELO ARE GASES, (CSUR ODER O Hb, UL 

作用 生成 物 の 堆積 物 と SUS OOPS} OT, Wk OBMEOMS YE 
琉 る 間 に 種 々 な る 物理 的 及 化 斉 的 毅 化 を 受け , その 組成 に 適合 せる 環境 に 
於 て 生成 せら れ た も の な る は 言 を 伺 た な い 。 こ れ ら の PHNOM, 風化 
作用 特に 地上 風化 作用 に 就 い て は , EBM LO 研究 せら れ た の 
みな ら ず , LEAN ADHD 6 も 研究 せら れ , BF OURTH SHE LEBEL 
て 居る が , 水府 及び 地下 風化 作用 特に 海 府 CA 2 BRET E/T ID BSERR O 
世 人 の 注意 を 惹か れ な か つた 問題 で ある 。 こ の 問題 は 地上 風化 生成 物 の 運 
WHER LOS ORI S 頃 質 の 研究 に し て , HERE Lik) 重要 な る 地 
位 を 占 む る も の で ある 。 筆者 等 が 先 に 現世 及び 地質 時 代 の 堆積 中 の 特殊 
WE OW &  , EEO AU & ihizkeh 2 BE EMD Ds 
L 8 AAR AES 2 TTS eH Li. MISE OED ALLA 
ARES G72 SINS 地上 風化 作用 の 影 舞 に 支配 せら る ゝ の みな ら ず , Kk 
腐 叉 は 海水 府 そ れ ぞ れ の 特有 な る BHI 左右 せら る ゝ も の に し て , と 
等 の 完全 な る PREC KOT, 各々 著 し き 化 旭 的 特徴 を 具備 する に 取る 
ぁ もの で ある 。 MULT Be Ea bs AVIS, AI 比 軸 的 完全 
MAES EEG IES BOL KUM LARD S LV, 水府 毅 損 作用 の 研究 に 


1) Economic Geology, 24, 8839~851,(1929), 本 誌 第 7 Az 5, CFE 
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他 の 堪 積 岩 よ り 適 洛 な ぁ る も の に し て , 特に 泥岩 中 の 砕 局 物 を 除去 せる 所 調 ~ 


基質 物 が 最も る 良く, その 匂 質 作用 を 表す 可 き も の と 信 ぜ られ る 。 こ の 種 の 
- 研究 は 堆積 購 そ の も の ・ 研究 の みな ら ず , 現世 堪 積 物 及び 宮 験 的 研究 より 
の 線 合 的 結果 より 論 ず 可 きる の に し て , 筆者 等 は この 比較 研 完 方 法 を 今日 
ZEKE UAE O, EOE <S TO MILO} TIS TARO HIRO 
所 多き も , TOMA L, HEME APOLOMRE CLA LSS 
も の で ある 。 

この 研究 は 高橋 教授 の 御 指導 の も と に 行 ひ た る も の で , 同 教授 に 堪 し 深 
調 の 意 を 表す る 。 

= #8 

SEPT VE NN te HS ANE) LIL BARA MOM < PRG Peed By S 
開 係 上 , 充分 な る 硬化 作用 を 受け ざる も の な る 事 , MIRAO MS Lewy sa 
な る 堆積 物 及 び 生 物 岩 な ら ざ る 事 を 必要 と する も の で て ある 。 従 つて 本 邦 に 
於 て は 以上 の 目的 に 適合 す 可 き 資料 の 控 取 地域 が 制限 せら れ , 内 地 第 三 紀 
層 は 火山 活動 に RAY ONSBE ¢, 凝 放 質 岩石 の 襲 達 が 著しく 標 式 前 
な る 海 成 泥岩 の 黒 居 が 少 い 。 HOBERUIMO 4 OREO Oe BS, 
以上 の 目的 に は 適 洛 て な い 。 北海 道 に 於 て は 比較 的 標 式 的 な る 泥岩 の 泉 摩 
DEEL, 上 部 菊 面 右 選 以後 の 海 成 居 は 以上 の 目的 に 適温 な る も の が 少く 
な い 。 千 上 部 白 札 及び 第 三 紀 海 成 泥岩 大 は 稚内 硬 損 泥岩 選 を 除け ば 何れ 
も 外観 上 類似 性 を 有 し , それ が 和佐 め に 芝 等 は 地 選 訓 比 上 困難 を 感ずる 場合 
が 多い 。 筆者 等 の 研究 は 以上 の 目的 の 他 に , それ ら の 間 の 成分 上 の 差 知 を 
も 知ら ん と する も の で , LAH OBN 開 し て は ASHI AS CSREES 
者 が 屋 々 報告 せる 所 で ある 。 


1) Aaa 2 BH 2, SAE OTE, GEO ABH, 3, 4 ED 


m1 wR & x IQ 


研究 に 使用 せる WH LAE & し て ARBBENO LO, HE 
紀 居 の EPS TE 212 SHILA BEIM, HERE AL OWL BETA Bil 
ED} O, BLAME b OSI LAC 0 AHSINEO 最 下部 に 相 営 する 石 
BMF 7 AO LORE PORE A So ZAMalt & MIR BER 
比較 的 標 式 的 な る 泥岩 に し て , 水中 に 放置 し 粉末 と し て HELD LEB と 
を 分 離し 得 ら る ヽ も の で ある 。 
Sha Srteiada ee > 
JEL OBR O SARL, 泥岩 を 蒸 錠 水中 に 放置 し , 充分 吸水 戦 化し 
OR, ZeKPIXCHARLE LAE 6 BE S 33 MO MBAR TRIN 
FMBIE LI 2, SIMIARE LT LM & 4 10 HOMO VEU SHELIA 


FIRE し 液 が EWR OT SR, CORED O. CO RE WIAN 


ち 泥 岩 の 所 調 基 質物 で あつ て , これ を 泥岩 基質 物 の BAL SS, eB AT 
深 な る 成分 の 定量 は 前 の 如く し て 分 離し た る 基質 物 約 1 瓦 を 乾燥 し , Ze 
1 規定 葉酸 50 cc と 共に 12 時 間 常 温 に 震 埋 し つ ゝ 静 置 し た る 後 , と を 濾過 
し て 旭 通 分 析 法 に よ つ て 分 析 し た 。 又 淡 酸 曹達 に WAS FEMORIS 
資料 1 瓦 を 8 規定 の 炭酸 曹達 溶液 50 cc と 共に 12 SERRA L, 2 eile 
過 し て 晋 通 の 定量 法 に て 分 析 し た 。 之 等 の 方 法 は 人 筆者 等 が 先 に 本 邦 沿岸 泥 
AOAC BE TARSAL B L 同様 に て , UREA ING BB 如き 可 
溶 分 の 不定 な る 結果 に 陥ら ざる も の で ある 。 
分 tf 結果 

前 逃 の 北海 道 に 於 ける 諸 層 の 泥岩 並 に それ 等 の 基質 物 成 分 及び その 可 次 
成分 上記 の 如き 方 法 に よる 結果 は 第 一 表 及 び 第 二 表 に 示す 如き も ゃ の で あ 
る 


1) 本 誌 第 4 巻 第 4 狐 。 


/ 


本 20C20) BARD BRK B ih 20 
第 ーー R&R 
3 | MA 頁岩 
: ERS Wt FL coe CLE 

原 岩 | RAM | 岩 | 基 質物 | RS | eae 

SiO, | 67-69 | 60-36 | 66-67 | 6481 | 66:39 | 59:32 
Al,O3 | 13-42 | 15-82 | 1210 | 1416 | 12-92 | 18-13 
Fe203| 682 | 877 | 752 | 665 | 7-04 | 7-07 
CaO 1-29 1-01 1-25 1-04 0-51 0.46 
MgO 154 | 2-44 |: 1.98- S04 OS 30s 
K,0O 213 | 352 | 303 | 279 | 254-|- 3-69 
Na,O | 230 | 080 | 230 | 0-97 | 244 | 0-85 
TiO, 0-69 | 075 | 028 | 063 | 0-74 | 0-86 
MnO tr n. d. 0-19 nd tr nd 
Peck Ode TOTO ad, esa 
Ig L. | 464 | 673 | 531 | 601 | 5.07 | 685 
Total | 9952 | 100-20 | 10016 | 100-10 | 99-78 | 100-27 
肉 a Fi OG be Ta 

Cyn) (ザッ っ 潤う CE BRI 

・ | 原 岩 | 基 質物 | 原 岩 | 基 質物 Re eH 
SiD, | 6627 | 6408 | 69.53 | 65-91 | 65.21 | 62-20 
Al,Og | 14.84 | 15-11 | 11:30 | 1416 | 13-65°| 15.83 
Fe.O3 4.62 | 5-66 6-51 5-18 6-39 6-48 
CaO 0-82 0-80 0-85 0-58 1-18 114 

| MgO 203 | 2-46.|. 235.| 317] 2.99 |» 3.35 
RO 98 2.27 1-69 | “3.09 | 9-33. | 9.87 
NS ON (71-89 R00 238 “1 10k | 9-83 <4 tga 

| TiO2 028 | O89 1 052) “Ose 051 0-90 
| MnO 0-13 n. d. 0-09 ne dt. j: O° n. d. 
P205 tr nd 0.09 ds 0.08 n, d. 
le L. | 711) 7:90" CAT CT SON 
Total |100-30 100-23 | 100-06 100-21 | 100-43 | 100-12 

第 = R 
yee 成 分 

幌内 頁岩 | aaa (41. ff, a 

| ERY a (OES EL a WEP A tls 増 幌 頁 岩 

| sae aU COR aS Cantera 
| SiO, 2-10 3-12 3-22 | 4.20 3-84 5-28 
| AlgO,| Lig | 186 | 156 |; 334 | 3:78 | 3.46 
FeoOs | 1930" 240-1 194 | 3:04 | 224 | 3.36 
| CaO 0-72 | -083 | 0:40 | 064 | 0-42 | 0-70 
|mgo | 031 | 086 | 049 | 104 | 102 | 146 
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SHEEHO LB HH ‘ 
VEATD LO s MEALS & SABA RLU TA, Ele 高橋 教授 が 多数 
DR BRE L, BRE SMIUT, COLES ERE CrlseKOM 
く で ある 。 (DM SWHIEKDM LR BCPEOT, それ ら の 組成 成分 な る 
SEMRILIE LT 増加 の 傾向 を 示 し, (2) ATEEMBBE LIE & 増加 し , (3) MgO> 
C20 な る 開 係 は 殆ど 全て の 泥岩 に 於 て 認 む る 事 が 出来 , 4 加里 草 美 の 開 係 
ik, LMP OVE CHT it K.0>Na,.0, 新 第 三 紀 の 幌 内 民 の 泥岩 は 
K20>Na2O, 含 油層 最 下部 の 泥岩 及び その 上 部 の 載 幌 居 泥 岩 に 於 て は Ko 
O>Na20 で ある ぁ 。 

以上 の 如く 泥岩 その も の ・ 化 旭 的 組成 は 各 居 に 於 て 各々 特徴 を 示す 8, 
これ 等 の 基質 物 は 第 一 表 に 於 て 明か な る 如く , 原 岩成 分 と 比較 する に , 多少 
DAME AL, LH CAEL ERDAS 即ち 何れ の 泥岩 に 於 て 
も , 基質 物 の 化 由 的 組成 は 原 岩 と 比 す る に , SEARED < ES Bom 
里 が 増加 し て 居る 。 こ の 雨 者 の 間 の 成分 上 の 差違 は 砕 居 物 と 基質 物 と の 成 
分 の 差違 に よる 可 き は 勿論 で ある が , BUND 種々 な る 泥岩 の LAWBA 
て 加里 の 多量 な る は 特に 注意 す 可 き 事 筑 で ある 。 各 居 基 質物 の 成分 上 の 差 
Md, LE OBS MS tk, 同様 な る 傾向 を 認め 得 可 きも , 原 岩 に ROS 
が 如く 著しく な さく, 幸 酸 導 土 量 に 多少 の 不 規 則 を 示 し て 居る の み に て , BE 
加里 , BEL OF RURIL AMIS TEL UT 居る も の と 認 む る 事 が 出来 る 
即ち 各 時 代 の 種々 な る 泥岩 基質 物 の (cB ABIL EEO 地質 的 差 税 , 地理 的 
差 達 及び 風化 程度 の 差別 的 効果 等 に よる BUS MH BES SBD, 
々 類似 性 を 有する に 至る 可 き も の な る を 知る 事 が 出来 る 。 MUTCORE 
9 参 察する に , 海底 堆積 岸 の 地方 的 及び 環境 的 特性 を 示す 可 き る の は , 生物 


1) 本 誌 第 6 HH 1, 3 4 io 
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SRA WRU Tk BUC IEF DATE 78 BMT BD PEGI TRS BOGS BA: 


DUMB, AZLOLMMOMBE & OAMEROR Sb DIRT, IE 
達 を 見 る に 第 二 表 に 示す が 如く , 可溶性 理 酸 は 下部 よめ 新 炊 時 代 の 若く な 
る に 従 て 塔 加 し , ALATA, BH, 石灰 , 苦 士 等 も 同様 な る 傾向 を 示す 事 が 
知ら れる 。 以上 の 事 冥 は 次 に 逃 ぶ る が が 如く, 筆者 等 が 既に 人 艇 表し た る 二 邦 浴 
i DES cman LT 
SEROMA ERO Ste OL 
FEE 1b A ETR IC BC BEC RR HD Pe し て , OMe 
て も 聞 上 地質 及び 各種 の 物理 的 環境 の 差 知 の 碁 し き 各 所 の 堆積 物 の 大 質物 
は な は, 大 由 に 於 て 類似 な る 化 由 的 組成 を 有 し て 居る 。 即ち 北 は 青森 洪 よ め 南 
は 瀬戸 内 海 に 至る 五所 の 海水 話 泥 土 某 質物 の PHM eA EE SiO。…・ 
52.57, AlgO3--17-47, Fe,O3--8.49, CaO--1.43, MgO--3.23, KO ET 


Na,O 2.06, Ig. L-- -13.42 (2 UT, 淡水 底 三 ヶ所 の 生 均 組成 は SIO.--51.05 — 


Al,O5--17.45, Fe gQ3--10.64, CaO:-1.41, MgO 3.02, K2O--0.93, Nas 
O--1.16, Ig. L.--12.84 CHS, HUT ZH OWWKERU BAKO AY M 
ILMB A ARES LOLMUSBO MAD. © OMB ORM irk 

SHE & REARS S BOT, 且つ 堆積 表面 の も の な る が 故に 未だ HA ABE 
作用 を 充分 に 受け た る も の で な さく 。 fH LUCE OER TE A 事 を 示し 
TH So CHE OURWIE 2 OUEREREEIC GET HEAT 7% SSPE (EA eRe < YS 
eh ee 
RS CHERROUR S LIEK SOBER RIC T ARE OGASD KKS 
PACH So MUO M < EEO 所 調 泥 岩 及 び 泥 土 基質 物 が 地質 的 , 地理 
WISE EEA 25 環境 を 異 に する も , 海底 泥岩 及び 泥 土 に 於 て 各々 中 
APMIS & CEM AUS AS SIL, 現世 及び 地質 時 代 の LEMS 2H 

1) Azo 2) 卒業 論文 。 


だ 


ED sia th Tae sa 


PEW A Sm eee 


«Sate 
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似 な る 方 向 の 風化 届 質 の 産物 な る 事 を 示し て 居る 。 政 に 現世 堆 債 物 よめ 地 
質 叶 代 の 泥岩 基質 物 に 移 過す る CMSB ORIOLES LIC, MHD 
比較 町 究 が 最も 適 営 な み も の な る は 既に 輝 べ た 通り で ある 。 MOI 
各地 質 時 代 の 泥岩 の 球 均 化 旭 組 成 を 現世 堆積 物 の それ に 比較 する に 弟 三 表 
の 加 き も の で ある (I は 現世 海 旗 堆積 物 基質 物 5 ORNS, IL ebm IE 


第 = Ed 買物 6 ORK) .cCOM Alt 

I I 3G PBC FAVS DLE K 
Sire aor 6n78 (6969. 417-19 | = 5s eee ems 
AlnOs | 17-47 | 1553 | 1723 |— oa4| — te SOPHIE S OOCHE 
FesOg |. 8.49 6-64 737 | — 112 | 応化 生成 物 に 於 
ee hoes feed aes LAL AE SC Walk JES IS HA 
MgO 3-23 2-91 S25. fae: | AYLLOBEREOKBD 
K,0 1-67 | 2.95 | 327 |+4.1-60 eg ea 
Na,O0 | 206 | 109 | 120 |— 086) 傾向 は 知り 得 ら る 可 き も の 
Ig. L | 13-42 | 670 | 7-43 | — 699 


で ある 。 一 般 に 地上 風化 の 
PHI SMAI OLW MLA BSN, 硫化 物 の 存 せ ざる 場合 に 於 て は , E 
HELO RCM S LOL UT, HHA OW eM ST Sd OTH SB, 
LOBsrBLe—ELVGNSS 事 は 明 な る 事 で , 筆者 等 が 展 々 論じ た 
る 所 て ある 。 筆者 等 が 今日 迄 現世 泥 土 及び 地質 時 代 泥 岩 牙 は 地下 風化 物 を 
取扱 つた 経験 で は , WO MA (AWD H ABSIT BHR EBT OIE, VE 
岩 叉 は 地下 風化 物 は 3 MRORLVAEAULTHS. COPBAELYS 
れ 等 の 療 質 の 聞 に 於 て 化合 の 形 は 種々 な る BMC ETH S 6, 全量 に 於 て 
aR S LOL MSSM SEODCHS. COHPEOS CHL 
Whe KEL LEHRUIDSUARS HAI) & KO, Ze HUH AOLAD 
な る (1) EMMIS LIOB-OM < HRROMBOK MD Haw US, 
ALO WENTZ KATE ¢ FAWUY O 1B 2 78 L, UI ABC OWT DF Lo 選 
MOYEN TS D (CEM EL OME IE T Ik, RO [MA DS B, WEMRO tor nik 
Hit aK PS BT RE BUG HEC L, AILS HEE BIL AMET H Bo HY 
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第 一 Bip lk CE OLADP IEA 
FF DBRIOR DRY T Pele 
LT, その 大 部 分 は Aor & HL 
さる 可 き も の で て で , その MSAK ー 
懇 作 用 に よる 腹水 に よる 可 き は 
KDW BE OWRD 6 6 HEL 
S640 SBRCHS, 

炊 に 可 溶 度 に BC, OO MF 
を 比較 する と き は BORK Be 

第 表 

1 2 3 4 5 6 i 8 


SiO, {10-56 10-74 | 5-28 | 3.84 | 420 | 3-22 | 3.12 | 2-10 
AlyOz | 7-53 | 6-74 | 3-46 | 3-78 | 3-34 | 1-56 | 1-86 | 118 
Fe20g | 5-73 | 5-57 | 3-36 | 224 | 3-04 | 1-94 | 2.40 | 1-93 
*}CaO_—-|: 1.03 | 0-71 | 0-70 | 0-42 | 0-64 | 0-40 | 0-83 | 0-72 
MgO | 1-18 | 1-74 | 1-46 | 1.02 | 1-04 | 0.49 | 0.86 | 0-31 


CL) 現世 堆積 物 ( 淡 水 〕 (2 同 C 海 水 〕 3 う AR ORRCE BEND 
C4) APIECE 2D 5⑤) PAPER 
(6) BCKFHE) TD) AGAR (©) LRBHABGEEAD 
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oO. O° Or Ge 
園 の 如き 結果 と な る 。 現世 堆積 物 の 内 (2) te SHEER IO LEMON 
度 と 淡水 底 の それ (1) と は , LAWMOCAY ARO HK Dre Sin < , “AOR 
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溶 成分 に 於 て も 類似 性 を 示す も の で ある 。 現世 堪 積 基質 物 の 可 溶 度 を 北海 
道 各 時 代 の 泥岩 の それ と 比較 する と き は , 甚だ 興味 ある PHL LTR 
Bo 即ち 北海 道 の 標 式 的 な る 泥岩 基質 物 の 可 溶 度 は 前 逃 の 始 く 地質 時 代 に 
應 じ そ の 差 赴 を 示し , 若き も の より HS RACHOCT 滋 炊 可 溶 度 の 減少 を 
示 し, WHEMTO tO> Amt Avo wRWERL A Did, 現世 の それ より も 人 笑 
に 少量 な る 可 溶 度 を 示し て 居る 。 以上 各 成 分 の 可 溶 分 が 各 岩 石 内 に 於 ける 
夫々 の 相 党 成分 の 百分比 に 相 協 せ ざ ぎる は , 各 成 分 が 岩石 内 に 於 ける 複雑 な 
る 結合 物 と し て 存在 する に 基づく る も ゃ の で ぞ で, BA BROHRCHSA. HOM 
CHEE LIE CODE LMT 5 BA HAD} OLB DD BM CE 
FADO HEE By OD) BUY PE AS & ARB E JA (dé gelification) MAR 
に 他 な ら な い 。 BID t BEE MAL He Cs 5 SE AE RE A ER LVR RICA THR 
Ae O BREIL HR Cte S AKI BUEVE A D FATES 5 de> 同時 に AIHA Ta 
MEO OTS も , HARM BOM SIGET 4 も, MBM E MOTE 
AN Ss LEASOBSMVLOWPECH T EWE SRHCHS. KERB 
EAD LORE & O BRT A 一 般 に 信 ぜ ら る ゝ 如く , 各 地質 時 代 を 通 
UCLA SBE & UUKS SA SLOTH AS. 
5 Bt fe A @ 45 

筆者 等 が 先 に 本 邦 沿 岩 泥 土 中 の 特殊 な る 結 粒 の 研 完 結果 , THR DIGS 
に 於 ける 泥 土 の 極端 風化 産物 な る 事 を 論じ , Hummel Feit COMO BEE 
用 を halmirolyse %¢ 4 BHPIAN, 筆者 等 の 研究 結果 を 以 て 始め て 海底 分 解 
OLS Be MAMIE LI BD LILA TRS. Wil ORKUT 
全般 を 論じ 得 ら れ ざ る は 明か で , RCKBO Mi 2M OLSLOIUT, 本 
論 に 於 て 以上 逃 べ 來 れ る 研 完 の 一 目的 も, 泥岩 に 於 ける ARNO © OFED 


1) Hummel, K., Chemie der Erde, 1931. 
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BOT A Ze EMBIY IB IDIE A, & LIE BLAWG KV 
 PIUCOMN ¢ AED bOI 22 SUE LHR OSA DD & WEER OD 
JO LOWES k OTHE ALLKEDTHS, WiiZFOMORA 
機巧 は 今後 の 問題 た る 可 き 所 多き も , その 大 艇 の 傾向 を 知ら ん と する も の 
で ある 。 WATD ED » WHEL, 在 情 物 に よめ 地理 的 , 地質 的 差 知 の 影 
MEDAKA BALAMMOM ALT, LAO Ae RE SILT, BA 
TEER & OW MRWTSE 2 Ze SHY S CH So PAR WMORPET IE HAO AN ¢ WER 
的 , WPT SEES ARMED S & OT, ALPE OEM Be O HY ET ERO LOR 
FELT IABHO (AUN EH PHO 得 ら れ ざ る に せよ ょ よ , COMLSEME 
WC AMOR MILA OG 6 SAS THSo 
FUCA & WEEE IEEE & OZ 1b BUY) AO Bowed = 
BEM HSLAB S HOCH Bo ZHORRILIES TD 75 BM ¢ RCS L 
STG & SLi LA AY S LEAR OM MOM INC H So 2 OBREEO 1h Suir) sss 
化 に 於 て , FORME OAK HAU B BPP IO) —IEB DIBA AS & O CARB 
KAD UYLO KS HM S 8 Olk, ATWO (BY BME IAA 6S 
SPEEA PM EHMMIDE PUBS & O Te HACER CU i UL BE 
DEZACRATHRMAMOMS LOCHS 5 FBO MLE 
Ht UMS SMS LOCH SD, PAE DH VEO WEI HS THI 
75 DMN < , VALOR CME S BUMEPEAD4F LATO » HS SOUT, H 
WHELAN FET S FLAC A DBR ILE IA AIM & ©, RESP le 
BEE BALD A EO, WIERD Sarit OHNE 6 te, 一 部 は 
RBM Ze B23 12% MITT AR BUI IS TT 存する 事 , ROME BE OB 
WBE S UEMEAT & WP C OVE AACE bh, Wd & OA BUIIR 2 
MED dO , WHMEAROD & OU EMO (EMI & OFLA O BRD IR 
DOMRMINE BS SED ENE GAS o IMO pdm Ls EE AG eI se 


oT a os 48 27027) 


CF LSWM LDA S BOT, WOS ( ONT TAR Reb. pe 


的 の も の に あり め て は 何れ る も 加里 含量 の 比較 的 多量 な る 事 が 知ら れる 。 ial 
て 儲 者 等 が 怒 に 人 表せ る 海 線 石 の 泥 土 か ら の 匂 化 過程 と Hite Lb Sit, 


同一 傾向 を 示 し, 地上 風化 , 地下 風化 及び 淡水 底 風 化 と は 健 く そ OD jie FE (= 
LARC Hic CBB ie 問題 た る を 失 な い 。 海 旋風 化 と 移す る も を 
PILZ OIBIE & SBME, RIE ORME, HAO BELCHER, 石 放 質 等 の 生物 
BAIA EEOMS) LOGOS bE OHRIE IC & OTE 
DIL SBOE OTL S 可 き は 明 で あつ て , BIASED Hehe 
AUC BEATS © 5 RESET Id, 海底 泥 土 が 分 解 し て , 一 般 海底 閣 質 と 相反 
LEE EBOOK BU ID Liz BOLE GZS Bena, Sk 
FOUN TA, & SB Ik, 折る 特殊 雷 境 に あら ず し て , HEH OARS 2 RHE 
HORE SEL OPAC HS. WEB ACPTCHRIC MB OLS S 
SARL lcm Bic ety FAV OEM IEA する も る の に し て 人 
日 迄 知ら れ た る 控 の 如き 海底 生成 の 特殊 磯 物 は 即 も 海 線 石 で ある 。 筆者 等 
DIC UTS B AM CHAP LRAT) WRURIEE CAC Fh, HE DER Be 
買 作 用 に あら ず し て , REPRE SPRY Tt 普遍 的 に 行 は れる 可 きも の な る 
事 を 論じ た 。 即ち 泥岩 中 の 加里 集中 作用 の 一 部 は 海 旗 泥 圭 中 に 償 て 海 終 太 
作用 が 行 は れ 所 調 色 素性 海 終 石 の 生成 作用 が 行 は れ た る 事 に よる も の と 療 
へ 5 られ, BERS 多く の 泥岩 基質 物 中 に 弧 微 鏡 的 決定 の 困難 な る 微細 な る 洪 
Hi El DUR (8 UBB 815 B TGR BMD EES DOBLG ¢ 
WitkA MBS SE OTH S 3. ULOB TE IO HRI te 2 BRETT HEIN ti 
PEACHES UT, MN BROL PY OWRIee 6 SENT, > OBCBAL 


CENCE LIZ S BUT, HET ILA T Bo 


1) KBE, 岩波 講座 。 2) HERA, 岩波 講座 。 
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RWC 4 BUC Ik ARES TORIC WO Sb の で て で, 一般に 

植物 性 遺骸 に 富み , LEO GAR RAEY 6 OBS ¢, Abe LIL UBL 
BARABOO ¢ , HERR OUNMO 臨 某 の 減少 と 伏 土 の 増加 を 示す 事 は 
一 般 に 認め られ て 居る 事 牛 て で, その fbn BCS ATED 生成 て ね る 。 L 
植物 性 遺骨 の 多量 な ら ざ る 場合 に は 屋 ヶ 浦 の 場合 の 如き 稽 選 と 趣き を 異 に 
する 作用 が 行 は れる 。 

以上 の 海水 旗 及 び 淡 水族 の SPEEA SILI SI, CHO MAIL 全く 相 
反する も の て , 海 水底 に 於 て は 球 酸 , BL, MO MIS THEIR BAO 
程度 に より て 差違 が ある が , 他 の 臨 基 に 於 て は 草 達 が 減少 し , 特に 加里 の 著 
し き 集 中 作用 が 行 は れ , その 極端 な る 風化 作用 に 於 て は , 粘土 分 の 分 解 に よ 
め 9 て, 伏 土 , 理 酸 が 減少 し , 加里 及び 鐵 の 集中 が 行 は る 可 き も の で ある 。 

#8 em 

(6) JES OPERA AVZR OILY AMIS SBC CH Rem TBS 
Eli HG LS 所 に し て , 稚 加 里 草 達 の 開 係 は 上 部 菊 面 石 居 の 
も の が KoOCNasO, 新 第 三 紀 居 幌内 層 の も の が KgOCNa,O, , その 上 大 
な る 含 油 訂 最 下部 及び その 上 部 な る 増 幌 居 の も の が K2O<Na,O な る ぁ る 開 
係 を 示し て 居る 。 

(2) 泥岩 それ 自身 の 化 的 組成 と 之 等 を 構成 する 基質 物 の それ と 比較 す 
BIS USBIELA L, RHA Hh LEER, HWEOWMD, Bb, 加里 , 苦 
LRUMARME OWN LR UTES o Wi UTHEWORAKE & 4 1b Ng g8 
成 の 差 培 は 泥岩 その も の ゝ 如く 著しく な く , EBA RIS 多少 の 不 規 性 
示す も 他 の 成分 は 大 贈 に 於 て 類似 で ある 。 MoZR ORAM wea 
質 的 及び 風化 の 差別 的 効果 に よる 影響 に 著しい 支配 を 受 く る 事 な く , 類似 


1) Economic Geology, 24, 838~851 (1929). 


ait 
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性 を 果す る に 至る も OT, WAR OND AVE OREN BARS % の は , 
生物 遺 般 の 他 は 砕 居 物 で ある 可 き で ある 。 . 

(3) SPR DOREIE  O 時 代 的 の 差違 や を 見 る に , 可溶性 達 酸 は ETRE 
の 若く な る に 従 つて 注 炎 増加 を 示し , WD TAME, BH, TO, HB 
と 同様 な る 傾向 を 示し , 特に 現世 堆積 物 の 可 溶 度 が 著しい 。 

(4) AGORA 7s IERIE OEY (BAM & ASSL EO FREE 
FRUOTirE SAMUOMBC kOTHLC BRET LOL UTHBRT AI 
BA LEER, IDOE Ie し , MURR OME OH L<, 他 の 成分 も 多少 
の 減少 を 示す る 大差 が な い 。 

(5) 可 座 度 及び 水分 に 就 い て 現世 堆積 物 の 大 質物 と 地質 時 代 の 泥岩 の そ 
れ と を 比 す る に 著 し き MEDD O, 前 者 は 用 に 大 な る も の で ある 。 MSZ 
等 の 事 近 は 現世 泥 土 が 夫々 の 環境 に 應 じ て BULBIME Gtr, その 後 時 代 
ESIC IRB MEA OFA Ds BRR LTRS 

(6) JbSE ORK 7h 6 HER ALA DD FY ie SA L TERR Zar 
と の 比較 に より, HEIL SCBA ENOL EME e SAT Ole, 
PR, ETO SE ILE O NKR OBA OREN EO CARES TH 3 8,7 
hice iits ¢, OMS eR し , 特に 加里 の 著 し き 増加 を 示す 。 CORE 
Of 1A IE BE, 地下 及び 淡水 の 風化 作用 と は 全く 趣 を 異 に する も の で ある 。 
以上 の 泥岩 基質 物 及び 現世 泥 土 大損 物 の 比較 研究 上 よめ 得 た る 泥 土 の 海 旗 
風化 の 特異 性 は , フ ム メ ル が , FD CUED HED 10 EF ee BY (S(t 
る も の と 逃 べ た る 筆者 等 の 既に 艇 表し た る 結果 と も 一 致す る 。・ 

筆者 等 は 海 線 石 生成 に 開 す る 研 完 , 現世 泥 土 の 研究 及び 本 限 究 に より , tht 
EPS BLORLBAHNO BRHO—bne BU, を YER ED HU 
ある 問題 と し て 提供 せ る に 過ぎ ざる る も , BC ZHOMME S 機巧 を 明 に す 
る 事 を 得 れ ば , WRBELO ESIC HAT PWD ST SYS EOTHS 
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mat YE RE 新 六 
€ = 

HAM EO ALGO MEA IEDR LEST LCOS TORE 
eile, THGAUEO AGA IE ¢ (007) RUBIO e (ror) ARUMEL < 及び 他 の 
WO 2RUOBRLE DIELS MEOMBCHSSSHMLo ZeMWETFT SI 
充分 な る 材料 を 得 ば , HMO MR BBE LO 明 に する こと を 得 べ し 」 
と 記し , MAAR ICBS SEO FAD LO, HSH) WIR MS 
THK AS, 本 問題 の 解決 に X 線 分 析 と 測 角 と 並行 し て 着手 せら れ た り 8 
か く の 如 き 研 完 は 特に 良 結 品 に 詩 し て 行 は ぐさ る ベ べから すず 。 然 る に 幸 に 若林 
強 一 郎 庫 士 は 其 貴 重なる 標本 を 電 津 教授 の 研究 に 提供 せら れ , 筆者 は これ 
4 O CARMO RE LODE STS EKO. 今 , 次 の 如き 結果 を 得 
た れ ば 区 に 報告 せん と す 。 此 の 報 文 を 草 す る に 営 0, 貴重 な る 標本 の 使用 
を 許さ れ た る 若林 面 士 に 深謝 の 意 を 表す る も の な り 。 REROMAY A 
に 痢 寛 せ し め ら れ た る 三 凌 合 次 會 填 に 詩 し て も 厚く 謝意 を 表す 。 BAM 
結晶 形態 上 の こと は 既に 先 夫 諸 氏 に よめ て 詳し く 記 逃さ れ た る も の 多けれ 

ば , こ ゝ に は 特に 注目 すべ き 2,3 の 事項 に つき て 記載 すべ し 。 

測 角 . 

荒川 産 黄 鋼 座 の 所 調 三 角 式 結晶 は 他 の 型 の 結晶 に 比 LU CRIB SHOR 
ETS bOZ SOM, この 型 の 結晶 の 中 , 特 に 面 の 下 滑 な る ぁ も の を 選び て , 
反射 測 角 導 に て 測 角 を 行 ひ た め 。 こ の 測 角 結 果 は 第 一 表 に 一 括 せ 0 。 同一 
指 敷 の 面 に つき て 敷 個 の 測 角 値 あ る ぁ も の は 一 結 曲 の 各 品 瘍 に つき て 別 別に 
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CIDACO1) 54°20 54°21 5418" 54°19% 54°19-5/ 
G9 OS DR 0 TD oe a phys 
C101) A COIL) | 59°29’ 0 o> a a | 59°28-5’ 
C110) /\ C101) | 60212° OAD | ew | ee 60°12’ 
105/ (0115 | 119°41’ | 11940 | | 119°40-5’ 
@& (iV) 1 2 3 4 RB 
(WaT f\COOL). | (29°27 | (22° 9D) wee Pee (33°18’) 
AID ACO) 44°30 io3y | MAB | wees 44°33" 
C201) (COOL) ONE ee Kame yaks eae Murcer > 6 
COL) ACT) BGO Gf | ocecen | Pees to, 5’ 
CUD) ACT) | 54°17 | 54°20) | ine | oe 54°19/ 
C111 (Ail) TIY OC) oo: fT oe | 71°20-5 
COLD) AC10) | 60°15 (eg 0 gad Co | 60°14-5 
MODACO | 11994 freee ee | 1119°45’ 
C201) C201) GOCE | = ceevee, | ceceeee fj waters 50252’ 


本 32082) aA OR #8 32 
結晶 CV) 1 2 3 4 mR Wy 
(205) (C001) C2114’) | eee (20°52) | seers cae 3) 
€203) /\C001) 33°17’ 33°19" 33°17’ 33°15! 33°17’ 


(101) A\\ C001) 44°34’ 44°34’ 44°33! 44°32" 44°33 33! 
(403) /\C001) 52°43" 52°40’ 52°42/ 52°40’ 52°41/ 


EX'S DY ANG!) 0 | ee | 55°52’ | 55°39" 55° 45-5" 
(201)/A\C001) 63°" Sls aero G20 aca ears 3°6.5/ 
CLIDD COOL) | 5492} 419 RE setae 54°20" 
C111) /\C111 ) 71°20 FAST? seo ont sect baal [Peg eet 71°19! 

CAT-17-B)A COOL) TI | faeces | ene 71°21’ 

(PS ASS COOL: TEAMS EN neared > sf wrens 78°44 
C3DAG01) TG IO e alae warner Gel aaa rier. ed ti atccbe 15°56’ 
C747) (\C015 7 a gs ee etme | een gr eC 20°46! 

Go Son 測 角 を 行 ひ た る 結果 を 示せ る も 
人 DAD MR ORD WK HE 
Be A es し 示せ る な り 。 結晶 の 測 角 


205) A, C001) 54°20’ 0-98499 = ye 
C203)\c001) | 21°31" | 0.9g560 | {TROT MIRC を 募 出 せる も 


C101) /(\01) 33°18’ | 0.98544 Pee epee see 
C408) C001) | 44°35" | 0.98555 | の は 第 二 表 に し て 此 等 の 下 均 値 


(302) C001) 52°43’ | 0-98525 
(201) /A\C001)- 55°53-6’ | 0-98416 
SE OO OPO Bi Ce 


は Haidinger (2 k 4 c=0.98525 


es Se ae Sears 次 に 同じ く 結 晶 J に て 測り 
‘eo so ie Bite Tab ce と cp と 

hing ce, cp の 変 角 a に 属す る 面 の 測 角 値 より, dae 
kW 三角 有形 0 cet PLOMARAS HEH 


(205) (111) C001) | 44°56-5’ ees 
(203) (111) (001) 45° a 算出 せる も の を 第 三 表 と し て 掲 


C101) (111) C001) | 45° 0. Me 
(408) IL) COD | 449585" | PIED. この «は 第 一 表 中 の 測 
角 値 を 以 て ,(oor) の 面 極 と ce we 
4.0 1 OO MRO p (2717) の 面 極 と よめ 成る 球面 三角 形 を 解き て 算出 し 
た る も の な り 。 之 に 依 つ て 見 る と き は , 唱 療 ce と <2 と が 45° に て 相談 は る 


< CURIS SEES O LEON, da Oo が この 結晶 の 閉 稀 面 た る こと も 


al ema a: 
= te " it , 


23 mR MK 本 33G3) 
形態 上 より 明 な る 所 な れ ば 唱 右 ce と be と の 直交 すべ き 事 も 名 問 な き 所 

な る ペ べく, よし 直交 せ ず と する も , その 差 は 極め て 小 に し て , BBO 測 角 を 
以 て は 議論 し 得 ざ る 程度 の も の な め り 。 こ の 事 國 と 既に 先 開 諸氏 に より て 観 
BE 62K 6 Hb RRA UCSD IC RGA teragonal sphenoidal 
OEHEO 8 O te SIAREB TE O LEE LANL. 

MAb, MAMBOKS SALES, 休 く 反射 像 を 認め 得 き り し も の 
あり 。 結晶 CIV〕 の C203), 結晶 [VJ の (203) 等 に て は 反 射 像 全く 認め 得 ず , 
RE 


測 角 に 際 し て は , この 面 に We O, WARO V3e BUR CHET IE S 明る さく 
な る 位置 を 以 て 此 等 の 面 の 位置 を 定め し も の な り 。 結 事 [VJ の (205) より め 
の 反射 像 は 不明 上 腔 に し て 漠然 た る も の な り 。 面 し て 此 等 の 面 に 鏡 下 に 松 す 
る に , 甚 し く 溶 触 さ れ た る を 認 む 。 MULE OTHE ESF LS tarnish col- 
our を 示す も の 多く , 結 曲 AVI に 於 て , その tarnish colour の 甚 し き 面 よめ 
順に 配列 する と き は , (203), (ror), (oor), (110), (177) ERY, tarnish 
colour の 最も 甚 し きも の に 於 て 光 を 反射 せ ぐ る も の な る を 知る 。 千 C7zz) 
は 多く の 場合 殆 ん ど 全 く tarnish colour を 示す こと な さく , (77z7) は や » tarn- 
ish colour を 示す 。 叉 同一 結晶 面 も 芝 を 見 る WMI KE OT, Mid L 
な り め り , 或 は 旋 Aas LES. CPMRA BREUER DTORE LES 6 


本 34C34 Oh RR  ー 44 34 


3 tt i eS 
MOMMA 7p CT) ORAL LS MUA DAE OPK LTS 


(CELE S MG RK SBA O. BML ORAE 6 CONOR - 


ZBbs こ ゝ に は , その 中 の 1,2 も の に つき て 記 逃 すべ し 。 

2 個 の 結 品 が Pp 面 を SEAN & LC HRS L, 夫々 三方 に 射出 せる が 如く 
75204 Bin HO. COM lal HB —ll a (LAE O oC Old C OFFA AO BA 
係 を 明 な らし むる た め ,c 軸 が 紙面 に 下行 に し て , 2 DO MAD 紙面 と 何れ 
も 49° の 角度 な す が 如 く 置 きた る も の ・ ゝ (cozr〕) 及 び 4DD(111) OF BD 
み を 直射 的 に 描け る も の な り 。 第 一 彫 b は 之 に 相 應 ずる ステ UF BNC UL 
て A な る 結晶 の 族 面 及び 鑑 面 と ,A-B, A-C, B-C 間 の 多 唱 軸 の 位置 と を 示せ 
948 結晶 A と B と は A の (zzz) を 人 克 唱 面 と し ,B と C と は A の Gzzz) HE 
tal ¢ SAD ANS Ghee L, A OMMIC 接合 せる も の な め り 。 DS SB BER 
を な すさ す 時 は A LC LOMC LBAOMRMIT S2OKRO, OMB 
は 第 一 較 b の ぇ ステ レオ 投影 岡 に 於 て 明 な る 如く ,A の (zz7), (zzz) の 面 極 を 
結ぶ 大 園 上 に て , COMME O ARBRE HSRC T 表 は さる べし 。 MS 
A の < 軸 の 位置 が B と C と の 銘 品 軸 の 位置 と な る 。 疲 に この 方 向 が BR 
U C の 結 曲 に て は 如何 な る 方 向 に な る か を DUET ts B, C HOE BATS 
を 明 な らし むる こと を 得る な り 。 今 B-C OMMMLAAD Tris 

BO の CI NChhD =A OD (111) /\(007) = 54°20’ 
BQ (00r)/\(RAL) =A D(Co01) ハ (CII) 
=180°—2x 54°20’ =71°20 


t 76), B-C O@ER lk (17-17-5) HAL LRMOHBRO, LOMAB—HK 


WBACV IES T 6 CT DT ERR EL CBIR ie B BRBD Ke BUDE O o 
fe} OBIS Clk A の (zz7 う 及び (zzz) の 面 が 外 方 に 突出 し て 別個 の 結 唱 
HOM < LD. COBO MRILE—ED B-C の 開 係 な る が , 第 一 園 中 よ 


4“ rep AAR 


ai 


i, 35 2 OE 本 35C35) 


9 A の 結晶 が 除 か れ て , 2 つの 結晶 が 直接 に B-C の 開 係 に て 多 品 を な せる 
も の も 赤 若 林 壇 証 の 標本 中 に 見 得 た め 。 即ち (Cz7.z7.8) BEET L634 
BORK D sa FMC FES SOLERO LEK O, CORK Ia a in 
SHEMOR LAL OMA & MIT SLORY), 

Kix ial U < (C217) 4e SERA LF SMEAR IS (ZrO) MONE (107). DMO & < 
達せ る 場合 に つき て 少し く 記 逃す べし 。 か すゝ SHRICHS Td BB S10 

の 結晶 の Czzo) & (110) と は 夫々 他 の 結晶 の (zzo う と (zz7o) AUTH 
年 面 を な し , LL つの 結晶 の Cozz) と (zoz) と は 夫々 他 の 結晶 の Czor う 及び 
(ort) と 合 し て ほ 同一 下面 を 形成 する が 各 し 。 

先 づ 柱 面 つき て この 事 を 参 ふる に , (11D) /\(1710) =90° 
7g Bk, COR OAK Tk, FAD IED HAR O & O27 AM O Ik, (HHO 
(110) & (110) と は 夫々 他 の 結晶 の (zz0 う 及び (zzo) と 同一 位置 を 占 む る こ と 
ゝ な る べし 。 も し 同一 位置 や 占め あざ る 時 は , 先 に 論 ゼ る 2 つの ce MWD AAVE 
ざる こと を 示す も の に し て , 即ち 正方 唱和 系 の も の に 非 ざ ぐる こと ゝ な る < 反射 
QPS HEIST AEH SC OFEMIK C49 AEA Te S 2 つの 反射 像 を 見 得 た め 。 
COPA EOS » BAS » HL, MMILIED HAR OLOCAH SFU 
T, HA tak, 或 は 其他 の 上 語系 の も の な め り と 云 は ざる を 得 ず 。 然 れ ども 自然 
の 備品 せる も の に , か 程 ま で の 正 し さ を 要求 し 得る も の な りや 有益 や 首 問 な 
SHEL D . MO OBO Wy RO c Hilt Coot) \ (171 0) FG EIA LU < AABL 
OO, KIC 1 OOO MH ¢ HEM L OVRIL OD PILATES FEM LOR 
線 は Czzo) と 他 の 結晶 の zzo) 或 は 1 DD &D » (110) と 他 の も の C170) & 
の な せる 下面 上 に 於 て 互 に 2x (oor) x (111) =2 x 5F20 = 10840" だ け 
iT Oo Ds BRLREZS DRED BK O HL—DAWE TS SR Be tt AC ek 
MEDAN <, 既に 面 角 の 測定 値 よ り , C OMMOK Kim SWEETS 
が 如く , この 面 よ ひ の 2 つの 反射 像 を 以 て , 黄銅 礎 を 正方 品 形 の も の に 非 ず 
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GIR TS UES BN US 
RAZ ETIO & OlL DS THIN AN, Hc STE A HA RAD ICP CT, C277) 
と (ozz) と の な す 角 x は 


a 
cos x= 7 1 に て 奥 へ ら 5 ら る 。 
(る ) 


c=0.98524 と すれ ば , xz=89°47.6/ 
UT WEY IONE Lo BAC COR OME HD 1 つの 結 卓 の (ozz) と 
hh D#SHAO COT) RO 19DSO » C01) LMO&D (or) と は ほ ヾ 同一 
位置 を 占 むる が 如く 見 め れ ども , も し 全く 同一 位置 を 占 び どる も の な ら ば , を 
=90 即 <=1 な ら ざ る べから ず 。 若 し 然 5 ば 黄銅 只 は 立方 曲 系 の も の と な 
る べし 。 RWG BIC Td, この 面 よ り は UE AAADE S BAO KR 
を 得 た れ ど も , COMMS DRS 6, か ゝ る 面 よ り の 反射 像 を 以 て , 直ちに 
この 結 曲 の 卓 系 を 云々 する は 早計 た る を 人 列 れ ざ る べし 。 さ れ ど 肉眼 に て 観 
る に , COMBE S KMD AY <A S 事 は ほ ぶ 明 に 認め 19. 4 DKS 
WIRD & OES SSS BAW GA MC OM LIT Haida OV 
線 は ほ SC 180° — (1711) \(001)) の 角度 に て 交 は る べき も の に し て , BBE 
HOT 116° を 得 た 0 。 
結 = 
ire) ESE O Aida CURE L CKOMS BRAM OBK YO 6 
(1) CO#sdAIe tetragonal sphenoidal Dik KO {OR SS Le 
c= 0.98524 
(2) WAS c D1 に 近 き た め 時 に cubic tetrahedral M4 OD » MSI ABA 
$2HO,_ Rorthorhombic sphenoidal の 如く 見 ゆめ る こと あり 。 
(3) SEAR IR(27-17-3) te % MEHR LI LIE 9 o 
この 研究 に 語り 御 懇 息 な る 御 指 導 を 賜り LLB CERO RT 6 


i 37 pb 


wb GR 


RUS RtEhe 
3025, BABABENHEREOHE 


mannsdorffer, 

Bein & EAL OSA K(k 2 DOM 
あり 。 LOMMMROMAAL YD ACE 
fih#a © Pseudomorphosen 2 な れる る も の に 
至る まで の 経過 を 示し, 微細 な る EA 
Ostia ih ORAL CARL IC RCRE A & EE 
き , 時 に は 藍 品 石 が C001 う の 面 を 紅 柱 石 の 
a-b 軸 に 補 行 に し て 共生 せり 。 他 の 型 の 
も の に て は Lamellar が 狭く FAB cH 
生 せ り 。 こ と の 場合 に は 紅 柱 石 は 多少 藍 品 
A O10) MIKA IC te Y CHA VG 
(Sitzber. Heidelb, Akad. math-nat, K. 
16, 116~123, 1928.)C 渡 導 新 〕 

3026, te BAAS DRL ERS 
加藤 武夫 。 

ZENS DH LL) Bite EER DEBE (CBDR IK HSC EE 
化 せ る 母 岩 (安山岩 類 叉 は プア ョ ピラ イト ) 
を 変 代 せる 塊 央 硫 化 鐵 中 の 小品 洞 中 に 石 
KO fhe あり て , と の AM ICKL 
き 結 品 の 集合 と LCM AES 5 Hh 
の 大 さ は 2~3mm 404%, alt, 
IK, 結 品 形 は 主 た に で 111), Hic CAD, 
C111)(100) 4 RIB LBV, © OBSITE 
DUBE © OF) OTK RAO = ROBE 
TERED } EEE — Bee — SDR — PYRE SN 
REO 'P RBI BHT. (地質 , 40, 229, 
1 8CC Hp BF) 

3027, 1H SOR EEF RICE 


Erd- 


» 8% #2 1087) 


て AER, 

GF BVA PS ARSE a SPELL IC WSC SR AB 
Be Sirk SIEM AF vr rE & Sm 
Ws EDD & Pe BHC PS CH m +E BHR & 
PARE RIGS 5 © ORVEWRS MEE D 1c BH 
BEX Y 80 Hi O—/pIRic LC, BABAR k 
りな り , 基 中 に BAO SRF rr Tee 
混 へ , 殆ど MOMMA LIBAN XS PER A 
Fo COURS KAIC 3 fH] OHS V 
て (1) RE LPR BO I ( KL S 
barren quartz DY, (DEO LX MH 
TEPEFAIK £ Y CHRIS HERE Be Vo 
3) RCE te SBUEEN REY Seer 
WL n-HECtetradymite, 及 nagyagite 2 ) as ye 
RIC TRUS 0g BICRERIK FU NTED 
RREBAV TIA BLAIR 6 ORR 
VA LC 特有 な る ERE & mL, 小品 
WIC HD Vg CO aid so FIA MILE 
色 の BANE Ct 着色 を られ , 品 洞 中 
に は 縦 方 品 系 に 属す る 酸化 テル CTe 
Og tellurite) OACHK BT hhh BOE HE 
BARS VC, MALE WHE K V 1 Hilic 
及ぶ も ゃ の あり 。 Linh & Bet 6 ER 
末 基 硫 物 も 恐らく テルル の 酸化 物 な る で 
Lo GUE, 40, 227~229, nH 8 中 野 〕 
3028, 75, WRIDO EE (LB Ee 
RGHKRE E DEAR Nag, D. C. 

ERK © 比重, LSet RR びそ 
DAE RAKGE © = AS [A IC (LAR BE eS BARD 
VLBb Bo SHERI CARR 
無機 化合 物 , IC ERR OSE OL 
重 及 び 化 重 組成 より, その ARAB bE 
娠 すべ き 方 法 を 論じ た り 。 

“ 化合物 の 分 子 容積 は 各 成 分 の 容積 の 


HH 28) tb 


和 に 等 し "と RIMVE OF IC, 著者 に より 
_ て 決定 そちら れ た る 基礎 因 敷 を 用 ひ , そ の 
MRD XK VILE RT. DOLCE 
出さ れ た る his UL, BO Fic 於 て 生 
Bert bik SH GWOBMILRE RT 9 
i し て 化合 物 の 比重 は PT Pi, 
T AME e SEAT IOMMIK LT, RB 
一 旦 , OKO FIC T 生成 せる 化合 
物 の 上 比重 は , そ の 後 の 温度 及び WH Oe 
ALICE UT RIK BY KSSH 
合 物 の 辻 際 の 比重 と 算出 そる 比重 と の 差 
を 来れ ば , 生成 管 時 に 於 ける 温度 及び 
WO OWS ASHE 得 べ く , 著 者 は と 
tb ONRGE & BBW ICT KDICRKAE 
BL 3. 


(G-X°100 P 
BS Sy Or 


G は ぁ る 化合 物 の 寅 際 の 比重 ,X は 算出 
され た る 比重 な り 。 WU CHWOBER 
) び 燈 融 現象 より , 単位 D は 温度 に 於 て 
100°C, FRA i Sc 12,500 BMI HBT. 
LKB CD BER SERA, 賀 な ら ば 
WO 影響 大 な る 事 を 示し , そ の 温度 及 
UPA (ts FEO MHL & AS SHI KY Cc 
WPWIKRE る さそ し 。 著者 は 各種 の 協 を 
wITZ OFM, 及び 2, 3 OKRA OD 
2, 4D 生成 管財 に 於 ける ERO 
& SH VQ (Quart. Jour. Geol. Mining 
Metall. Soc. India, 4, 29~67, 1932.) 
CHAR) 
3029, Hastingsite KhO—imy 
Mathur, K. K., Jhingran, A. G. 

印度 Girnar | CPi¥e RANA 
BRUZHERPRS EV FV A Bp 
$y 75 Sto & OZ GELRT 6HNA 
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‘“ 
存在 す 。 本 角 関 石 は 従来 barkevikitic — ; 
type と UCHEME SNEED, MICH 4 
BLU CHtnrk stBHRvKSY 3 
Bie O¥EH, barkevikite と は 全く 異な り ; 
hastingsite #K Ic [3 DE te S BHA D> 3 
と な れ り 。 \ 

ADE OABMPMER & barkevikite の それ p 3 
に 比較 する に ,(1 う と れ ら 一 者 は 類似 を る ; 


吸収 色 を 時 すれ どる , WKF e RCL, 

(2) Heitth 74 (2 BIAS D 76° に 習 し 後者 は 31° 
~54? の 値 を 有 し , 3) 更に SiO2 AAD 

此 に 於 て 8~12 の 差 を 示す — HH UTHKA 

関 石 は SiO2 OH Tht, RU FeO + MgO 

と の 重量 比 た に 於 て ferro-hastingsite ch 
似 す れ ど も ゃ も, アル カリ の 百分比 ; 光 軸 角 及 

OZ PES © TE AICS CDRA LL 5 
(Btu, BK アル カリ の 比較 前 多量 な を 
S BhicH Cle alkali-hastingsite に 似 た り 1 
赦 に 著者 は 本 角 関 石 を hastingsite 族 中 の 

— FE 2b HAD, ZK girnarite OHMS 

Sk~% Y, CQuart. Jour. Geol, Mining 

Metall. Soc. Jndia, 3, 93~100, 1931.) 

CHAS) 

3030, 岩 協 中 の 方 鉛 太 ARH 3052 BHR, 


BASRA 


3031, BRSEHBEY OMNES 
Orstrand, C, E. 

b } BUR aS RF TERR, JR = negligiblem 
水平 層 の 中 に , あ る 期間 存在 そる 時 の 
Depth-Temperature curves を 計算 せり Be 
c OPER VE, 地下 に か ゝ る 熱源 が 
FASB TEAE S SC Lt OPEB OM 
FIRE 3 WF ROB SA oORE S 


s 
3 
zm 


39 抄 
る 地方 に 比 し て 基 し く 大 な る と と に 於 て 
認め ちら る べき 事 を 知れ り 。 CJ. Wash. 
Acad. Sci. 22, 530~547,1932.XC 渡 邊 新 〕 
3032, モン ト リオ ー ル 産 の BEARS 
及び ペグ マタ イト Finley, F. L. 


+ 加奈 陀 モ ン トリ ォ ー ル 市 近傍 の ョ ロー ャ ヤ 


rit, BABRARU そ テ セ クス GRO 
火成岩 より 構成 そら る 。 と れ ら の 岩石 は 
深成岩 , 或 は 和 牟 深 成 岩 と し て Abeta 
ICQEA L, 岩 株 叉 は 岩 頭 を な し て 現 出 す 
HEY, FO BEANS HME 7 1 set 
られ , 協 基 性 の = セク ス え 岩 を 最 古 と し, そ 
の 後 引 績 きき アル カ ヵ カリ に 富める 岩上 疫 の 噴出 
行 は れ た り 。 ARM bFLO MAM OH, 
RAMERARU % ic BAR S 7 - BI 
富める 岩石 の 研 完 報 災 に し て , ROK 造 
APE OD Hie b> ORS KBHROM 


BVM A & 述べ , 次 に 古 期 及び 新 期 令 石 


関 長 岩 , マグ マタ イト , ARREST + 
RAb,Y-KFKRBOSZEYY =3, AR 
8, Vays YHRBEO SME RO 
PORNNER & ZR, 最後 に と れ ら 7 種 の 
BRA RU % OEE EAB Co 
(Canadian Jour. Research, 2, 231--248, 
1930.) CREAR) 
3033, Gokak M#HORMBRONeR 
(FSR IME T Kelkar, K, V. 
印度 南 マ ラ タ 州 の 南部 に は 片 訪 岩 及 び 
片岩 所 々 に 義洋 せり 。 本 区 は と これ ら の 中 
Gokak 附近 に 針 出 そる 片 旋 岩 , 及 びそ れ 
PHO SIR SAMY SLORY, AW 
WCANA, ERA, PRA KARA 
中 性 長石 〕 RUAK& ERD LTS 
角 関 石 - 片 訪 岩 を 普通 と し, その . 他 これ と 


ok 拡 3C39) 

IP し て 石英 - 長 石 - 自 圭 母 - 片 麻 岩 , 陽 起 
A-H B-RRA-RORA-H BRU ペダ ゲ ダマ 
AA PBIB. LOK ita RO 
Kathe sea ht BAA IC 

LC, SER, HL Siva, BRA 及び 
ウラ ルル 右 化 玄武 岩 等 ょ りな る 。 著者 は と 
tb OBA BROKE © WEE 
を 簡単 に 衣 L, 最後 に 脈 岩 の BEA HR & 
論じ た り 。 (Quart. Jour. Geol. Mining 
Metall. Soc, India, 4, 97~101, 1932.) 
CHAS 
3034, Sumatra SRW AOMM IES 
研究 Lacroix, M. A. 

AAS (LAR BE RUS BI ACR DPE & A 
する に 過ぎ ず , AHL VY 誘導 せら る ト 
諸 結 論 が , 直ちに 本 島 に 存在 せる 綿 さ て 
の 噴出 岩 に ; 適 合 す る も ゃ の と は 考 へ らち られ 
ず と 前 所 を り 。 本 調査 に 座 て は , Calc- 
alkali 系 に 局 す る 岩石 の み を 集め た リ り と 
BOUL, と これ 等 岩石 中 た に は, モン ど = 花 
岡 岩 が 多量 に 存在 し , 本 岩 は アル ヵ カリ 花 
岡 岩 に 近けれ どる ゃ も 過 ア ルカ ヵ カリ 性 な ちず 。 
と れ 等 岩石 は し ば LIEK TES 3 ak 
本 事 辻 は Sumatra の 最 ゃ 題 著 な る 特性 な 
る も の 如 し 。 本 特性 は Solok-Sawah 
Loento (cf Heh (Zl pr, 即ち cor- 
tlandite-reHia, Pita, Tein in ¢ , 
非常 に 大 規模 に BATR 3, le ROE 
MMIC WH ws series と 考 へ ち れ , if 
LCE A lt BPE L(LB~ Na aK ょ 
り 大 な る 特性 を 有 を リ り 。 pegmatite cP 
TOA KOK VY, 本 島 の 北方 及び 
中 央 部 に 於 て , これ 等 噴出 岩 の すべ て は 
Va KS ARAP ES © 16 fig REN EAB ROR 


抄 4(40) yp 


RBOBABOM(, FORBAD 時 代 は 後 
三間 紀 の も の ゝ 如 し と ょ 。 CBall. Soci. 
Fran. Min., 60, 172~212, 1933.)C 河 野 ) 
3035, 南ア フリ カ Premier Mine の 
felsites Lombaard, B. V. 

Premier ## 1] © Mp sk ic felsites as7e7ew 
2d, A HEPES RU“ intermediate” 
Je IC PRINS 9 TERRE 4 iat 41 BR-micropeg- 
matite & BAe SPMD AKC LTR 
UREN L, LIE LIEBE L, & ( の micro- 
pegmatite UIA eae o 中 間 
1c BEE L, ‘intermediate ” 43 (LBUR IK 
し て 酸性 な る felsite に 移 化 せり 。 こ と の 
felsite (APPAR & tet S REMI KO A 
KRG Yo Hi OS 3 WIAMIC cd, 
felsite (x U3 PES M(t “ intermediate ” 74 
< 件 は れず に HG, WZ Zonderwater に 於 て 
は 草 長 石 - 陰 長 岩 に 移 化 せり 。 LED 
の 結果 , felsites は 鐵 則 な る 成分 を 示 し, 
felsites (443% k U4 OBA ICH He SB 
Oe VeEosi pes AMEL B~b So felsi- 
tes. DIN ic B 成分 と その 含有 も を る BR 
7 SARA ILRI So WDORBROERE 
He YU MHA BSL, CTrans, Geol. Soci 
S. Africa, 35, 125~144, 19382.) C yy BF) 
3036, 南ア フリ カ Bushveld felsites 
Lombard, B. V. 

Bushveld  felsiteiz 4¢ jij, granophyre 
LFPUWOSM, Ch SHARO BAS 
前 研究 の 結果 , granophyre (4 HE fi 4 D il 
HRIA%e SB, felsite と は 不 連 績 的 に 分 離 
2ZtIDL#B~bS_ Hof felsites の 
特有 な る REMMI, PRE 含む と と 
LED bh, COWRA LE ZA B felsi- 
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tes (i, 明か に 上 眞 の 噴出 岩 な る と と 明か と 
な れる る %, こ と の 外 microperthite OPENS 
見 出さ れ , COMMEAA 3% Old 
granophyre Oper scree BUA 
られ た り リ 。 著者 は 更に Bushveld felsites 
DRC DT 類 を 行 ひ し が , その 内 酸性 の 
4 OW RHIC 開 係 せ る 群 を 形成 し , これ 
等 は 赤色 を 時 し, MICRA, POEM tL 
CHEKEBSD, Hi RCT AD) Bic 
近く , 他 方 evisitic AIM IC Be VO EK 
Rak UCRUBRDLDOLB~bhE 
る felsite %, 酸 性 質 の も の な る こと と 護 さ ミ 
れ た り 。 felsite picid Ef BRU grano- 
phyre と 殆 ん ど 臣 別 し 難 きも の あれ どる も , 
BS % OW DIK AE fds KV HAM BS 
(Trans. Geol, Soci. S. Africa, 35, 145~ 
190, 1932.)Cyay BF) 

3037, 北 太 西洋 Sula Syeir 及び Fla- 
nnan 島 の 岩石 地質 Stewart, M. 

Sula Syeir k(t BER, 輝石 を 含有 も を る 
JAPA hive kV te V, 4B la > pegmatite 
脈 に 依り 切ら れ , その BRM AE IC 
BET. MeO PRE 小 な る も, 本島 は 
North Rona ょ 英 に 第 四 紀 水 河 の 影響 の 
FieSVEV EZ, Flannan 島 も 赤 角 
POT bites kU HER Biv, WA O 諸 種 
pegmatite Rit es CHE L, Bb SBI 
(XP it © foliation ic we y oS 
& 7 Lewis RU Harris cH 3 Bh, Bw 
Us Eileau Ghobha に cemented sand DHE 
積 を る BLY UT, POA AT AS 本 島 に 
BIEL SLDOLBASSZSLM~KV, 
(Geol. May. 70, 110~116, 1933.) yup BF) 
3038, 南西 アフ リカ Cape Cross [cf 


Soe ene 


M4l 0 | pb 


ける Kaoko 噴出 岩 及 び ア ルカ リ 岩 
Gevers, T. W. 

Cape Cross Pan oD Bi8HER の 研究 中 , 
著者 は 1930 年 その 周 線 部 の Hh TEI 
際 し , MKS 4-3 火成岩 辞 に 章 朋 も ゃ も 
Vo その 第 一 群 は 最上 部 Karroo 時 代 の 
Kaoko 噴出 期 た に 属す る BAI UT, SE 
4G, BEM, 赤色 granophyre 及び granop- 
hyric 花 答 岩 , HAY a, HRY A, 等 
ょ より 成り , 第 二 群 は Post-Karroo 時 代 に , 
前 者 中 に 光 入 せる アル カ ヵ リ 岩 に UT RE 
関 長 岩 , Sodalite-microsyenite, sodalite- 
Tinguaite 筆 よ りな れ り 。 ア ルカ ヵ カリ 岩 に 
件 ひ 石 灰 岩 及び 白雲 岩 が これ 等 の 地域 に 
見 出さ る ヽ は 興味 ある も ゃ も の な り リ と 輝 べた 
y 。 CTraus, Geo. Soci. S. Africa, 35, 
85~96, 1932. Cy EF) 

3039, #4 Basutoland OFMUAKEP 
O#f7 Solignac. M. M. 

と の 地方 の dolerite は 岩 脈 又は 燈 岩 流 
を な し て 廣 《 現 は れ Platau basalt に 似 た 
SEMEN Yo CORMPOMEA E 
universal stage を 以 て 研 宛 し , その 成分 は 
27.5~97 5% An OHA IC Ue Y CBMED 
SCLEMY, RK SMe O MTOR 
長石 を 5~An づ ヽ に 一 和 群 と な し , そ の 頻 
REX Beet Vo (Bull. de la Soci. Francaise 
de Min, 55, 22~85, 1932.)〔 渡 邊 新 〕 
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340, NasS BRM, ARRORT 
Biwi OMELET SB 
R, E. 


REM IC NasS 深 液 を 作用 せ LD CR 


Stevens, 


‘ EAD 


BieLWIR & alkali polysulphide % 4:47 しめ, 自 
BRIE ICSC BEBE kV BME 2 RGR EE 
OBA E MHS ~~ & Barre S hydrother- 
mal experiments に し て , と の WHO BA 
TREAT SLICES SLO LEAD 
bo WEA LMR 3 REI OM ~ oO 
大 さ の も ゃ の に NaoS Wwe 作用 せ LY 
90°~300°C, 15 時 ~13 日 の 種々 の 場合 
DINER & FF O TET DIE RS 
c & BED % Vo CEcon, Geol. 28,1~19 
1933.U FB BF) 

3041, HBAS LH DRARARAO 
SAS SAVAIIRET (3) VEN, 

AR Bit 1S WSC HL ERE Gi DEE © J 
に 論 及 L, BHREL A © SAGER ET IC Se DCRR 
AEA Bi UC it, BA RIO AAO 
MEA, SAE ORAZ ATER Rm 
BAER RA DIL Y OMA BREIL, 
Sz BURIED WAL OIA IC WSC (IX BESAIE & 
I SITRO PRR ARH t ARE L OFF 
fhe BICIBZE LC PAIK DBE IC fle L> 
BRC BRK D RAE LBB © WKAEMUE & 
ahi LC ARIA BRE b> (地質 , 
40, 188~208, 1 SCP RF) 

3042, tere Le BH ie 本 梓 3026 
参照 。 

3043, FRBS Sie ET IL) IK 
RET ASH 2027 参 昭 。 

3044, PRIA SS BROTH Ewe 
SUIT 素 木 卓二 。 

人 金 巡 脈 を 低温 性 及 高温 性 に た に 三 大 別 し , 
朝鮮 に 於 て は 統 需 左 出 を 除け ば 殆ど 高温 
PEDENRIC HS L, この FAMERS BIR 著者 
BIC % OMAP DY & FE hte t OK 


抄 6(42) wy 


SS 


に ょ り て 大 体 火 6 型 に 分 て り 。 
Drie, Qe, Oa 
BA, CPs A, lig sITRM, C6) 
HEA STR, 以上 の ぅ ち 朝鮮 に 於 て は Hi 
BBVA 最も 多く HO MR な る も ゃ の に 
LC, と の THEME © HELE KARO 
四 っ つっ と そり 。 CL) Dinah Hi ihe te 3 
CL, QrvFe=-*t SAT SHE 
KAtES SC LAL. (3) 含 金 品位 一 般 に 
高 し 。 C4) BeihthicHoLeze edo 
CASTS, 16, 1~13, WA SCH EF) 
3045, HAESRO-—HORRCHRE 
FEIT 石川 留 吉 。 

朝鮮 産 金 春の 大 部 分 は 一 種 双 は 基 以 上 
Omit & KARL, 基 ら の 主 な る も ゃ の 
(LIZGATK, HONK, PIMSTR, BELO 
GE, BU GLIR SE IC LC, こと の 5 BEB 
SADR, HSOR, PURRSH DRE LSE SBE 
に は 全般 前 に 浮 選 法 を 座 用 すれ ば 常に 
X OBA mie ARTO -U FIRES 
に 低下 せ LOR. RARMOZE d ih FIA) 
bait S % TELAT RIE DE FIC HS 
て は 浮 選 法 に て も 青 化 法 に ょ より て る 佐 品 
PLO RS 24S cL AMICK UC UAE 
Ald HAR Gs 3 BEY Hee BRE IC k YC HL 
粒 の 間 に BERL, Gitte IRA t OTHE 
を 行 ひ , 最後 に 不得 己 部 分 の み 浮 選 法 を 
適用 し , か 《 し て He SHS Bl 
kV CRM TS YOK. VY CARTE 
16, 14~19, 昭 8)C rp EF) 
3046, KEMAOMERS KAA, 
WBA SL Da (2 SE SE BUSKEE & Hub & FS 
WA BALA BOM KU OSRES 
PIRES 9 MMH Ob Ais tt aR 
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WC & HAS be 2 SOR OP BE KU 
Y Peis MoO PAs bo we 
ePIC Sr¥e L, WHEX Y 12~18 ROWS 
に あり 。 SK BK KW © BRIE IC 
HELED, < OFS, FRERMBIH 
AIK BA LU CHEM 5S CHIESA, 16, 
116~123, HZ 82C 中 野 〕 
3047, AR, SASL MHKOSM 
ia =FRo 

始め に 吉林 , BREIL FIC に ある Awe d 
BORK © BES BE O eT EAT IK BT 
Ik~, 更に 今後 の WACK S SPs 
Date gh C amide b D> CAIRERRSE, 
16, 74~85, 昭 OCP HF) 
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3048, 北東 Colorado 油田 の Well se- 
ction の 研究 Pa-kin, C. H. 
Greasewood jy © 13 }H#IFD 完全 な 
る 油井 園部 に その 資料 に より て 上 部 自 
避 紀 層 な る Pierre 貢 岩 層 を その 岩 和 質 上 
UBF VY, Pierre 頁岩 層 は 下部 中 
部 及 上 部 Rierre の 3 fe Fase 5S s 
も の な る る が , 中 部 層 の 一 部 に Hygiene 
BLBSS6k BE LTFStLOKUG,E 
PRL FR LH ICI SS BER 
AF St. OV, ii UCLA Sieh 
に と の 新居 を 考 へ る が 叉 は と れ に 相 営 す 
る 層 を Lewis 頁岩 層 と 稀 す 可 き も の な 
Yo BUS Lewis な る 名 稀 が Pierre je 
の 上 部 層 に 使用 を ら る ト ゝ 場合 に 於 で は 
Steel 局 を Hygiene と Niobrara » [Jp 
と の 間 の 下部 層 と 考 ふ 可 き も の な り (CB. 
Am. <A. Petrl. Geol., 17, 422~432, 


横堀 


綿 必 お ib 
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1983). CAR) 
3049, FRRAREMROTOW ERO 
研究 HJSTKEK. 

SE (A FRR K & SM BS © HS = ACE 
新 統 た に 属す 地層 の 天然 刺 世 及び 之 に 件 ふ 
_ 地 下水 の 地 化 移 前 闘 係 を 研究 そり 。 天然 
Rpt * X v(85~90%) EEL LER, 
pee PA tink, 高級 炭化 水素 , RU 
ARAL & 促 ふも ゃ の に LT, 一 般 
に 上 大 の も ゃ の は 下層 に 比 し メタ ン の 含量 
ZC PBR Be VY, WP KE 
y UCHLSE Ut. HRs OMIM 
FED CHA hn © tA] & AK L, sulphate 
ARBRE ReV, CORREA ME 
DHE te SLM L, sulphate の 
減少 は HeS OA RRL UC PEK 
ICL SHTICK SIOLHECES So 
MW LCrA Bevis lignitic shale 又は 砂岩 
頁岩 中 の 炭 覧 物 ょ り 生 成せ られ た る も の 
な る 可 LCA, 49, 197~207, 1 33.) 
CAA 
3050, MHAAMO AAA 
BE— BR 
本 油田 は 南 樺太 の 敷 香 町 以 北 の 國 境 に 
近 き 毛 に し て , 幌内 川 流域 及び 束 海岸 多 
來 知生 備 は 油田 と し て 重要 品 す 可 き 所 な 
y 。 本 地域 の 准 積 層 は 次 の 如く 分類 せ ら 
れ , 即 第 三 紀 下部 層 ( イ 石灰 質 砂 岩 , 硬質 
頁岩 互層 て"』 う 硬質 頁岩 , CAA Cm 
HAUL Alt, B= A Like C1) Belt 
COMAHAGREH ABC PRA a 
Jat, Sasa te 0 第 三 紀 下 部 層 は 時 代 
AICS HE VRS ( PSA MB 
す 可 きも の に し て ,( へ )〕 の 層 に は 石油 及 


小 株 


UR oORMS oe 以 て , 同 早 層 は 重要 
な る も の な り リ 。 第 三 紀 上 部 層 に C イ う は 南方 " 
O LSC > IsFEA MAAS 1c Hk 
せら る ヽ ゝ る も の ト ゝ 如 し 。 営 油田 に は 古 頓 背 
Pi ute BS APH, 及び BARE AHHH と が 
SvMAAAMOBME UCHLBBe 
る 地質 及び 構造 を 呈す る も の に し て 試掘 
僕 値 充 分 な る % ゃ の な り 。 他 の 2 背 斜 軸 る も 

FE Dre SASS, 前 者 の 結果 にょ り 

て 試掘 を な す 可 きも の な り 。( 右 時 ,651, 

652 285~8, 652, 367~ 373, 1933). (AAR) 
3051, Pierce Junction 岩 臣 中 の 方 鉛 
鐘 Hanna, M. A. 

Gulf Coast }hj o Ass AYE Er c(h JE % 
Fi SBR PYRG LA DRE Se eG wie th & FPA % 
DUT, Bio Cap-rock NAAR 
OME OUMA RICHY SSL. oF 
y Texas の Pierce Junction に #8 Clk 
4,120/ ocore rh Ic Fp Shoe & BL Y oti し 
て こと の Core は 0-25~0-4mm  Subangular 
OBE ARRUARBIC CE SBS 
te) 5 WOM & BIC SH MBO KA 
に 就 い て は 火成岩 に ょ る 影響 と し て は そ 
D Fy Ae HS BE GE CAFS BE KV aE LIES 
れ ざ る も の に し て , Gwe BIC 存在 せる 
402, AERO © Hepte Bic 存 せ 
る も の と の 2 つの 根源 が 推定 せら ちる 。 
し て Cap-rock 中 の も の は 前 者 の 根源 を 
AL, RI HERP >t Olt RA ORM 
WEAT SLOLB 5S. BHM 
CHL oan BMH O PMH ate 
の 火山 灰 中 に は 之 等 の 硫化 物 が 存在 する 
も の に し て , こ と の 層 が 園 項 丘 周 園 の 堆積 
層 中 の 硫化 物 の 根源 を た す も ゃ の と 信 ず 。 
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cB. Am. A. Petrl.. Geol., 17, 438~439, 
1933). CAA) 
3052, 北東 Colorado W#BORZHE 
@'FPE Waldschmidt, W. A. 
本 論 は 北 束 Colorado jh HO Pi ASE 
MOUTH & EL UC RAEN CHAE 
L, fH FED Core OFPPEIC kV ZEON 
PPHLe RTA LeSLORV, Bw 
© F422 4040 Je@ (& Niobrara, Benten, Dakota 
POS つ に 人 分類 そら る ゝ も の な り 。 HS 
の こと の 首 察 に 於 て は 其 の 堆積 岩 の 特 性 に 
ょ り て 充分 に 詳細 な る 地層 詩 比 を な す 事 
は 困難 に し て 上 是 つ ロータ リー の 資料 た に て 
BRON ZI OREM EBT 3 (a bh 
め て 困難 な る も ゃ の な り 。 例 へ ば Benton 
RAHA IC Ck 4 ICH LFF SSA, 
油井 資料 に て は 石灰 質 と 非 石 灰 質 の 2 種 
に 万 別 し 得 ら る ょ ヽ のみ なり 。 以上 の 如く 
JER AO 物理 的 特性 に より て は , 詳細 な 
S Wee eit BEY SS, Bo 3 RIC 
A ZEORPEC KY CHIC ERG LIS S 
\% Orr UCB. Am. A. Petrl. Geol 17, 
411~421, 1933).CAA 


3053, 三成 分 系 CasSi04-FesSiO4 
Bowen, N. L., Schairer, J. F., Posnjak, 
E. 

Sec FeO-CaO-SiO。 系 の 一 部 と し て 著 
者 は FeO-SiO2 系 を 研究 し , RICBRO 
orthosilicates fe] ORE HAE Y PERE 
(LB E De RIC A et HT & GAL 
SEAR SANE IC TSC KTR Laie & VASA 
ARR EB? Yo 各 混 合 物 中 の Fe20s は 


人 金属 鐵 に た に ょ り 全 部 FeO eee bart 
少量 は 常に 平衡 其 毅 に あり 。 従 て 本 系 を 
Ki BICRMS 3 (Cld Fe20s を 含む 三成 
分 系 と な す の 要 あれ ども, 便宜上 Fes Og 
を FeO Ci LUCA RD PG & fe 
4 0 5 ARIE IC & tr l£ 1208°+2°C ゐ 
Congruent melting point を 有する 化合 物 
CaFeSiO4 と Foyalite と は Roozeboom 
type UL の 完全 固 燈 体 を 形成 す 。 そ の 極 
DBE 1117° に 位 し , 81 2 Fe2SiO ょ の 成 
分 を 有 す 。 M CaFeSiO4g と B-CagSiO4 
と は Roozcboom type IV の 固 燈 体 を 形 
KF o TASER tHE & EB A ABIC 
X 線 的 に 確認 もり 。 BRICK RD FG 
TREY DCRR EMEA BIR (t CAOB Ht 
DZLEMBE~bEcCLoORGHMEH 
HY L, % Larnite CCagSiO4) 2 KRIC Hy 
YY Ca-form) と し て 産出 する 理由 を 考 
BEX V, EKKROBSES LORMEL 
CBRE © FA BANC mie YQ CAmer. Jour. 
Sci., 25, 273~297, 1933). (587K) 
3054, SARRLO X MAR Weiser, 
H. B, Milligan, W. O. 

Ane te 3 ARACEAE ES BS 
i & Kil 3 7 DAG OVE FICS CPB 
し め あたる アル ミチ の X BAHAR eGR 
り 。 そ の 結果 に ょ れ ば 只 2 水 酸 化 物 , By 
4 (1) gibbsite Al2035.3 H20 2% (2) 
diaspore Al2Os・H20 の 2 者 の 存在 を 示 
せり 。 100°C KARE C SYM T wv = 
ナ は X 線 的 に は 吸収 水 を 有する 6-AlLO3 
な る を 認め た り 。 gibbsite を 250°C 以 
下 に 於 て 熱 的 に 胸水 せしめ た る 成 生物 は 
8-Alg0s と な れ り リ 。 著者 も 赤 最 近 Barlett 
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Kk VAR ELL CAlLLO3 の 存在 


EMU SCL EGE Y. BAMOUMT 


WTF OMB RTRS RAN V. Cour. 
phys, chem., 36, 3010~91, 1932)( 7K) 
3055, G—FILHED X RBATHISE 仲井 
PRUE, FR SLAF Heo 

1580°C 以上 の 高温 測定 に 使用 する 26 
BULO @ — Yr Hest HEB 2 BAH: t OBE 
EU KY , 順位 の 高き ほど RT を 減 
ず 。 ASL AGE © aE EME DIREE & 
X 線 的 に 研究 し , その 温度 指示 の HEHE 
考察 せり 。 各 鑑 を 一 様 に S. K. 10 che 
する 時 は 31 番 ま で は 石英 粒子 と , 32~37 
番 は ムラ イト と クリ スト ゲバ ライ ト を ,38 
番 以 上 に は Alz0s OFF Th の 存在 ER 
む 。 叉 各 鑑 を 規定 温度 ょ り 2030°C 低 く 
加熱 せる も ゃ の と , 規定 温度 に 於 て 倒れ た 
る も の は X 線 に 大 差 な けれ どる も 後者 は 奏 
子 物質 を 増加 せり 。 ゼー ゲル 代 の 倒 る ヽ 
aie F hin Boda hn と , 高 温度 の た め Hi 
PEOMT ICA Sd, HWA it 骨子 
& te U RRM ICH S § EMI CK ROBO 
LEK, Cit, 36, 498~500, 昭 8 う 
CHAR) 
3056, mMAEOARm Cole, HL, 
Rogers, R. A. 

ANZSIC A EARS ARK DD 
Ap i$ 7 BE ( , Nova Scotia, New Brun- 
swick, Ontario. Manitoba, Alberta 及び 
British Columbia » AH CHS OBEE 
存在 す 。 ARIK ARRAS eT と 
FEC CBEST 9 AIC kL ILI 
BED BRAG D JS (2 HLF Hy I< (k enclosed 
basin (CPS CHKORBEBICL YU chiA 


‘8h #8 9¢45) 


—— 


IRORIK & TREE? し が , 常時 の SILO 


PEPEIS POKER & UC OVC LS 
OT , BAR O—MMs AKANE IC & 
り 後 生 せ られ し も ゃ の と せり 。 原料 と し て 
RAT > Nt BRI し , RIC KA 
に 於 て は 硫 宏 , ポー トラ ンド セメント , 硫 
酸 plaster, 製 紙工 業 に 需要 あり 。 加奈 陀 は 
AGAR © = 3E PEI & Ae 5B je, 1931 年 Nova 
Scotia の み に て 産 額 40,000 mires VS 
(Canada Dep. Mines, No. 732, 1~89, 
1933). CHAR) 

3057, 長石 - カ オリ ン - 石 英 系 の 類 副 研究 
Waldschmidt, M, H. 

RA, AAV y 及び 石英 を 3 軸 と する 
SABA DSROMR KET SRAM 
EY CHEEKS E— vr He EV, hin 
HVC k BBA & PES L, A #9 deformation 
eutectic と LC yale & (ERLe U 試料 
は Ottawa EBA, Florida Ena Vy Re 
び Pennsylvania 産 フ リン ト を 使用 せり 。 
辻 験 の 結果 を 賠 示 せ Lic ternary defor- 
mation eutectic は 長石 9:25%, カオ リン 
5.022, 石英 25 の 附近 に 位 し , 叉 二 成 分 
基 融 跡 は 夫々 長石 6, 石英 976 ROR 
石 94 22%, カ オリ ン 8 KITES 9 ARR 
X UE 3 IAB © KD Id © Fe ah 
BIC OS, 鏡 下 に 於 て は MF PICA 
Aik DBE & Mie (Jour. Amer, Ceram. 
Soc., 16, 199~204, 1933). (87k) 


石 ik 


3058, 石炭 の 試料 作製 CSampling) 
King, J. G., Mac Daugall, D. 


KIC B pi Bulk ‘Sample ょ 


#h 10¢46) 抄 
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り PHAABE SERS 3 ICSU BRT 
き 事 項 た に 就 て 逃さ , 次 で と の 目的 に 作れ 
る Cone Sampler mfixiifirc PAE & iE 

L: 同機 を 使用 し て 作製 せる 試料 を その 
IRIRK VIR SOR, COCR 
に ょ れ ば Cone Sampler it HAO 4 AHEM 
He iE WE HO BSKIC DATA & (EBL 3 
KIT SOV, Fuel, 12, 93~97, 
1933). C##f 51) 

3059, MAIC AK SRMEICKOTHELS 
SSARRO BBE Lilly, V, G., Gar- 
land, .C. E. 

Fie D PRADAB EEC k S GHAR O FAL 
UAE S HP SOV, 即ち 腐植 酸 の 
FERRIC ST る 試料 の 粉末 度 , WH RO 
RIF oO 影響 , 各種 石炭 の 腐植 酸 再 
ARIE & PRR TUT © BE ALIKE & OVA LRS 
CMe Rint Hare st or Vo 

その ERIC LAE, 腐植 酸 の 再生 速度 
は 石炭 の 所 Rank cs SEK 
な れ ど る も , FKORMe 5 線 て の 石炭 は 
無煙 炭 を 含み 何れ ゃ 腐 西 酸 を 再生 せ ざ る 
Wo ZIRE CHHPLHAL Fo ILO 
BEBE (LE OS ae IK SC SEE © HRB IC 
て 存在 も ず し て 水素 及び 酸素 と 結合 し て 
SME KT SREMTCWE VS RB 
BUT D BEAL RGB Ss SIN © Ae (CHET 
( 同様 な れ ど ゃ も, その 速度 は 高度 の Rank 
の も の 得 小 な り 。 証し て 腐植 酸 の 再生 基 
態 と は 直接 に 開 係 な し 。 

欠 ほ 腐植 酸 の 定量 方 法 は Fuchsm HER 
REC BF OMB EMNK LORY, 
(Fuel, 11, 892~399, 1982). C#B LD 
3060, ハン ガリ ー の 石炭 及び 泥炭 の 硫黄 


念 有 量 Gyorki, J. 

各地 所 産 の 右 炭 の 硫黄 稿 有 量 は 普通 ユ 
WYK KK UC2WICSEF B % DILHTE Vo 
然るに 著者 の 研究 た よれ ば , ハン ゲ ガリー 
談 は 硫黄 含有 量 に 富み 最低 は 12 最高 は 
7.90 %iKSBX Vo 

I ER AA BED Kitz d ld AIC HET 
SORE SF AW GM BOVE ICH TB 
他 地 方 の 泥炭 に 比 し 大 な る を 見 る 。 
CBrennstoff-Chem. 14, 84~85, 1933). 
C 観 見 〕 
3061, 燃焼 時 に 於 ける 石崎 硫黄 Gyorki, 
if 

Fie BIC EAE B WERE DP 7G AR EPR 
と し て 存在 せる も の は 極め あて 僅少 な れ ど 
b, RA HABER) IK kB at © HERE 
ReAT SBM V, ZAKIR 
有機 硫黄 その 他 の 所 調 燃 焼 硫黄 と が 燃焼 
時 に 化合 し 生じ を る も の な り 。 従 つて そ 
DLA ONKHRIC k VERS Vg 
著者 は 猫 ほ 燃焼 に 際 し 元 來 存在 せる 叉 
二 炊 人 的 に 成 生 せら れ た る CASO, ROR 
A WET DHS o IKHRIC BRL, ハン 
が リー 産 炭 燃焼 時 煙 中 に 出 づ る 硫黄 量 
CHET HES SHV CBrennstoff-Chem, 
14, 85~86, 1933). 【 鈴 見 〕 
3062, 石 典 の 完全 瓦 条 化 に 開 す る 研究 ①) 
ARORA & MRE & OFA 

並河 Fo 

ANZ AS SCT BED © 収量 , PEER IC 
AME BUT ME IC ES HES AD AWE 
K45~ 3 RR te Vo 

その 結果 に ょ れ ば , MMBAO Kitz d FE 
AUTKO Me (BOM GD Lo BUT 
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OME KC te SAMS 1 & 4 PAH b 
eG = A 
RIMBMABOK tr SAX — 2 OW BKIC 
UL Chi Beis ( RADI ELK アス えッ アテ 
MF YRUR-NABSRBPARHRET 
BUTS FH PEEKS ¢ A FE EK 
BD. COZ Lo Pipes LEA ( HRA 
( RILAEKIC し て 着火 温度 低 し 。 

BO X 線 分 析 に ょ る に , ZOWKE 
mney a Aas) の 存在 明 に し て , その 割 
Fr lL NURS te S ES (Bebe AM ょ り 
DMO HS Lo < 工 化 . 36, 631~634, 

昭 8 46 Cae SL) 

3053, ARORSHSHEICAT SP 
(CII) BrRORBAM IIHT 5 Rie 
並河 Zo 

SL MD il ¢ Bite tr S hp hA\C/ 
min) 7-6, 2-2, 1-1 及 0:.05 に て 550° set 
eA Lk S 4 種 の 骸 炭 を 試料 と LTH 
(REM O LAKE HAY SLORY, 
その 結果 を 要約 する に 次 の 如 Lo 

500°C 迄 念 潤 な 加熱 虚 理 を 行 ひ て 得 た 
SATU Te 3 hive (k fe] — © HM BAR & Vc 
更に 高温 に 加熱 する る 無 孔 内 大 な り 。 

BALBK Sb OL RMR EY, ML 
Bebe ED Foc HI HE ee (BCT BED _E FIC 
FRUTRWL RS b, BGR Ee 異 に せる 
Pyne & 比較 すれ ば , 高温 度 に RAZ る ゝ 
時 間 の 長短 が 微細 構造 に 影響 を 刀 へ 得 ベ 
(FEO TC INBARIL UIC Tb BIRO 
SATU ARAL IC AN ESE iC BL & BUN HEU 
(£ % OVE CHB SLDLAS KY 
~<=ULo 


Bk D HEPES 900°C 1c HST lk 20% 


肉 外 な れ ど る 1000°C 及び 1100°C icf 
CTR 60 及び 80% ie し て 1000°C を 
境 と し て 大 差 あ り 。 1000°C KRU 3B 
KRU BD INO Be D REE © FH 1x 
LOWie HE % 1200°C KH Cla3- THC 
to 

1000°Cic PSC Jn BAK 76D BRE lt CO2 
OMIIHKE 165 cc/min OBS% O38 
速度 を 4 ORE eUCRIE COg BRA 
は 約 322 を , 区 を 以 て を ば 約 42% BK 
せり 。( 工 化 , 36, 635~638, ng 8 年 う 

Ca 53 
3064, 石炭 化 度 及 びそ の 題 微 鏡 下 に 於 け 
AEB) ユ . 石 炭化 度 Hoffmann, E., 
Jennkner, A. 
周知 の 如く 石炭 の 私 炭 化 性 は その 岩 娠 
BM RT ROBE Sr As % Ot: 
Yo BA BN KT DEE & ELS 3 
BO EL LT URVYELT COR 
DY O Ve) EA (SOBER A ie © AA re HE BE & 8 
接 な る 開 係 を 有する ゃ の な り リ 。 
BRIER LE BEF LODELRRAKRO 
Mite SHAR, BARU we BN > 
れ た り 。 著者 は Pennsylvania 及び Ruhr 
WW © pe FH © Hh BARRE RO Bie OEE DO 
SEIZE & YU Bint Ot 5 RA H— 
CASH, それ る も WWE RN Ck SD 
OX VLR OM cK o~2BE iw UC 
% Y oCFuel, 12, 98~101, 1933.;Glickauf, 
68, 81, 1932). C#A LI 
3065, 石炭 化 度 及び その 題 微 鏡 下 に 於 け 
SRB) 2. RGBET IC 3 BW 
Hoffmann, E., Jennkner, A. 

A (SABE PICA STEAK Y ett 
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EL LAO CA Hin OPED 
He bLoAE LT, HO 主として Eh 
レン を Brek の 所 評 Slit-micro-photometer 
を 利 し 反射 度 を 測定 し , 炎 で ABE 
に て Anisotropiceffects を 閣 測 せり 。 こ の 
帆 性 質 は 石炭 化 度 と 容 接 な る 開 係 を 有 し 
其 し と の 岳 性 質 を 研究 する と 同時 に 石炭 
® ff #{ Rational petrographic analysis % f 
用 すれ ば , < OWEN AUK oH 
RD AL D FEES & HRT SETAE 
d>o(Fuel, 12, 101~106, 1933., Gliickauf 
68, 81, 1932). CB 5h) 


S22 SB 


3066, 大 洋 海底 堆積 物 の ラ ヂ ュ ム 含 量 
Piggot, C. S. 
BA ICE Y , PICK TE ER HERE ©, 28 
QMEKBE) OREO FF 22 BAH 
が 決定 そちら れ た り 。 同様 な る ラ ヂ デュ ム 含 
量 の 決定 は , Joly 及び Pettersson に 依り 
告 そ られ た る が , 比較 の た め ARB HM 
せ た り 。 此 等 の 資料 は , 今 迄 に 行 は れ た る 
殆 ん ど 線 べ て の 資料 を 包含 せる も , そ の 
RE OBKis } 面積 に 比 し, 資料 少 し 。 
Dt S KERNEL, CHE V 得 た 
る 億 と , WARE HERS SLO A, 16 
ERAS ORE 比較 する に , その SHR 
は る か に 高く ,27 req clays average 12-1 
x10° "gram Ra pergram 13 globigerina 
oozes average 4.1107” gram ka perg- 
ram OFLE MV. EID hn  ,— Ic 
主として red clay ょ りな れる も の は , ラ 
Fah BAG Lo 閉 者 は 深海 堆積 物 の 


6 線 48 


ラ デ ュ ム 含量 の 高き 事 の 度 明 を 行 へ る が 
Joly 及び Petterson HK fil owt & % 
一 致 そ て ず 。 CAm. J. Sci., 25, 229~238, 
1933. C7 EF) 


3067, BMWA SHARABBIEO 


BER) iGHEAEB 

Ae O WAG (CFE UV HLA D BATE ASAE LS 
Hit, AAU, PBA, Aba 7G 
火山 の 噴火 の 場合 に , 水準 測量 に 依り 確 
DM DLE SH な れ ど る も , 此 の Whos 
Wea, 火山 活動 の 道 竹 と 時 間 的 に 如何 な 
SHIRE U CHS PORMICMUCHA 
D Mais HY MR ST, OBS, Hh 
OMMe Wrict 2, Bic 出来 ば 
ANTE © RIG eS EC KS 
も の な り 。 

FED BAR 傾斜 計 に て , 小諸 町 の 邦 
Pee C PAWS B 結果 に 信 れ えば, WAH 
BBC 起り , 和 概して 群 の 先頭 に た 大きな 
噴火 が 起 る % ぁ の ゝ 如 し 。 火山 性 微動 の 回 
Wik, 大 体 に 於 て 噴火 と 並行 て る も の ト ゝ 
如く , WOIREDH SRA BTL VU, theo 
(A SBME AEE 3, i UTR O MAD, 叉 
LE ODL ( BIC TAREE D5 aS I 
te Us 其 の 後に HRC 噴火 と FEC RIK 
復 す る 。 噴火 前 の 傾斜 の 方 向 は , 北西 に 
LC, 噴火 時 の 傾斜 の 方 向 は . 南 束 と な れ 
Yo WA を な し つき 西北 に 傾き , 引 貫い 
て 南東 に 傾 《 場合 あれ も ども, と の 場合 に 
は 鈴 り 大 な る 噴火 は 起ち ざる が 如く 。 著 
者 は , ULE OM & (ARMED HARI, 次 
Dh * B~ ICR WARS & MK V 。 即 
BARS TREAIC LOC, RAO MB 
As RA Ca Meals, HBAs 押 し 上 


Kinet Sons da, 
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ば られ , HPO AVAL aSHE STH L-C Wt 
KR & EC EE OPM BAL, HO CT Hh 
PULTEO WRB Ic 復 す る 。 但し 似 斜 の 方 


© WY AS, HD Aj Pa}, KS % © LAFF Wid 1 Hy (a 


FULT, ZLBAOA MA ( Hit, 7S 
( BRU SF BSE > Jaa BR WHERE IK 1K BB M te 
り と 考 へ らち る 。( 地 研 。 11, 25~87, 1933.) 
〔 河 野 〕 
3068, ARBABO mae HIT 
JAA BUS AE © HE IC 2 種 
あぁ あり, 大 一 は 洪 積 期 の 始め , 南 日 本 は 西北 
ょ り 張 力 を ぅ けり け 北 東 一 南西 に 走る 多く の 
TERA, EW, 京都 盆地 , ARR 
地 , BEN FE WSTE SE & FEC KR KAA 
陥落 地 を 生 ぜ り 。 
#HGEL UC CORBO MIG WL 
KOC BST SLOKULTC, 第 二 の 運 
Wt M.t 5d Old, KVR Ic 
り 之 に 件 ひ て サ ヌ カ イト の 噴出 あり 。 と 
OMe 2 Se IYO cH Y し 上 下 の 傾 
動 運動 に し て , KIS 2 > Ue 
KMS SS BOC, HME OW] 
か な る る も の は , 芦屋 線 及 上 町 線 に LT, と 
の WERO MAAR WME な ら ざ れ ど 
4,2 DFEOGM X S~X% BOK HEI 
PRS UV, MHL* 活動 を 有 し て WRic 
影響 を る も ゃ の に は 棋 の 尾 線 及び 鈴川 線 あ 
Yo BHAZEORMBRIK O & CHP 
する 所 あり 。 GH, 4, 183~187, 昭 8) 
CBF) 

3069, 地球 冷却 史 Holmes, A. 

BEE ED GAP ICR 3 AICO 
き て の 従来 の 資料 を 整理 し , 進ん で 地球 
Ake UC OF Hi & im CU, —F WROD 冷 


HEC OM COM s OBER LILO 


thermal history を 論 ぜ る も の な りり リ り 。 
CJ. Wash. Acad, Sci 23, 169~195, 


1933.L 渡 邊 新 


所 界 の 石油 埋蔵 量 Petroleum Times 
紙上 V. R. Grafias 氏 の 3H ic Hig, ik 
界 中 に 於 ける 度 知 油田 内 に 残存 する 石油 
の 量 に た, その 延長 陣 域 内 に 於 け る 推定 確 


Bl 名 Byrn ah | EE Pa A 
ALKA 120-00 | 147-87C74) 
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